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ひ
と
味
違
う

絵
本
の
読
み
聞
か
せ

成人の笑顔が
未来を明るく照らす

　
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
に
よ
る
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
が

高
田
小
学
校
で
行
わ
れ
、
児
童
は
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

の
表
現
力
豊
か
な
話
し
方
に
聞
き
入
り
、
笑
顔
が

溢
れ
て
い
ま
し
た
。
　 （
26
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）
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　周りの人から「鉄人」の愛称で親しまれ
ている野村文夫さん。自作の竹箸をプレゼ
ントするのが生きがいの一つで、20年間
にわたり作り続けている。
　「妻が鉄人と呼ぶようになってから、い
つのまにか親しい人からも鉄人と呼ばれる
ようになった」と野村さん。20歳の時に
麻酔なしで虫垂炎を手術したり、重機を使
わないと動かせないような大きな庭石を人
力で移動させたりと「鉄人」ぶりがうかが
えるエピソードが多くある。
　定年まで勤めた病院では、優良ボイラー
技士として活躍し全国表彰を受賞した。そ
の時、当時の労働省労働基準局長から「職
場や地域の模範となって活躍されるよう
に」とお祝いの言葉があり、今でもその言
葉が胸に残っているという。
　「誰かの役に立って、その人に喜んでも
らえるのがうれしい」と話す野村さん。近
所の保育園で壊れたところがあれば修理に
駆けつけたり、定期的に近くの用水路の掃
除をするなど、日頃からボランティア活動
にも積極的に取り組んでいる。
　竹箸づくりに精を出すようになったの
は、母親が入院した際、同室の患者に自分
で作った竹箸を贈り、喜んでもらえたこと
だ。始めた頃は1膳作るのに時間がかかっ
ていたが、製作工程の見直しや自作の道具
を揃えることで、何倍ものスピードで作る
ことができるようになった。最近では竹箸
だけでなく、モウソウ竹を使ったハンガー
や器も作るようになり評判も上々だ。
　自作の竹箸は、材料のモウソウ竹を東陽
町の竹林から切り出し、自宅の作業場で
削った後、ロープに吊して乾燥させ、お手

一人でも多くの
　　　　　笑顔が見たい

野村 文夫 さん   （大村町）

製の箸袋に入れて完成する。この一連の作
業をすべて一人で行っている。
　東日本大震災では、ラーメンを食べ終
わった人が、割り箸をもらいたいという新
聞記事を読んで、「自分にも協力できるこ
とがある」と 2カ月間竹を削り続け、被
災地に約1500膳の竹箸を送った。「お礼
の手紙が届いたときはとてもうれしかっ
た」と当時を振り返る。熊本地震でも被災
地へ竹箸を送り、被災者との交流が続いて
いる。お礼の言葉や手紙は、次への原動力
になるそうだ。
　また、竹箸作りだけでなく日曜大工全般
が趣味で、緑のカーテン作りにも積極的に
取り組み、平成28年度緑のカーテンコン
テストで市民部門の最優秀賞を受賞した。
土作りは野菜くずに油粕を混ぜたものを使
用し、資材は昨年使用した角材や竹を再利
用するなど環境に配慮した取り組みが認め
られた。
　「やりたいことやアイデアが次から次に
出てくるので時間が足りない」と笑顔で話
す野村さん。「鉄人」の探究心はこれから
も続く。

▲慣れた手つきで竹を削る野村さんと自宅の庭で乾燥
　している竹箸

保
育
園
児
に
よ
る
絵
画
・
メ
ッ
セ
ー
ジ 

交
換

  8

広報やつしろは、市ホームページ
でもご覧いただけます。

トップページ → 総合案内 → 広報やつしろ
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八代市・北海市　
　友好都市締結２０周年記念事業

北海市とはどんなところ？
・広西壮族自治区の南端に位置した臨海都市
・人口約 172 万人 （本市の約 13 倍）
・面積 3,337㎢（本市の約５倍）
・白砂が２４km 続く

シルバービーチが
あり、夏場には国
内外から多数の観
光客が訪れる

・真珠の養殖が盛ん
で、装飾品や貝殻
彫刻なども有名

　八代市は中華人民共和国 広西壮族自治区 北
ぺい

海
はい

市と１９９６年３月に友好都市を締結し、昨年２０周年を迎え
ました。この間両市では教育・文化・スポーツ・医療・経済など様々な分野で行政や市民による交流を活発に行
い、延べ４７９人の八代市民が北海市を訪れ、延べ２９８人の北海市民が本市を訪れています。今年度実施しま
した２０周年記念事業について紹介します。 問合せ　秘書広報課（市役所鏡支所 2階）　☎ 34-1160

　

市
長
を
団
長
と
し
て
、
公
募
に
よ
る
市
民
21
人
を

含
む
31
人
が
北
海
市
を
訪
問
。
北
海
港
や
北
海
駅
、

マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
の
森
な
ど
を
視
察
し
、
北
海
市
歌
舞

団
や
北
海
市
芸
術
設
計
学
院
で
、
市
民
と
の
交
流
を

深
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
両
市
長
に
よ
り
今
後
も
友
好
関
係
を
含
め

て
い
く
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
市
の
中
学
生
12
人
、
引
率
６
人
、
計
18
人
が
北

海
市
の
中
学
生
と
卓
球
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
交
流
親

善
試
合
を
通
じ
て
友
好
を
深
め
ま
し
た
。

　

シ
ン
グ
ル
ス
や
ダ
ブ
ル
ス
、男
女
混
合
ダ
ブ
ル
ス
、

日
中
混
合
ダ
ブ
ル
ス
な
ど
試
合
形
式
も
様
々
で
、
両

市
の
子
ど
も
た
ち
は
英
語
や
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
な
ど
で

一
生
懸
命
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
ほ
か
、
北
海
市
図
書
館
を
訪
れ
、
日
本
語

の
児
童
書
10
冊
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

北
海
市
国
際
学
校
の
中
高
生
７
人
、
引
率
６
人
、

計
13
人
が
本
市
を
訪
問
し
、
市
内
の
保
育
園
・
高
齢

者
施
設
・
中
学
校
な
ど
で
、
二に

胡こ

・
楊よ

う
琴き

ん
・
古こ

筝そ
う

・

竹た
け

笛ふ
え

と
い
っ
た
中
国
民
族
楽
器
の
訪
問
演
奏
を
行

い
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
幅
広
い
年
齢
層
の

市
民
と
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

本
市
の
保
育
園
児
及
び
北
海
市
の
幼
稚
園
児
が
友

好
都
市
の
お
友
だ
ち
に
向
け
た
絵
画
・
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
作
成
し
ま
し
た
。
本
市
の
作
品
を
10
月
の
市
民
使

節
団
訪
問
に
併
せ
て
持
参
し
、
両
市
長
に
よ
っ
て
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

■
平
成
８
年　

友
好
都
市
締
結
調
印

■
平
成
11
年　

３
周
年
記
念　

市
民
使
節
団
派
遣

■
平
成
13
年　

５
周
年
記
念　

市
民
使
節
団
派
遣

　

友
情
の
証
と
し
て
、
幸
運
の
シ
ン
ボ
ル
と
さ
れ
る

　

２
匹
の
タ
ツ
ノ
オ
ト
シ
ゴ
の
像
を
や
つ
し
ろ
ハ
ー

　

モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
芝
生
広
場
に
設
置

■
平
成
18
年　

10
周
年
記
念

　

北
海
市
の
花
で
あ
る
『
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
リ
ア
』
の
木

　

を
植
樹

八
代
市
民
使
節
団 

派
遣

八
代
市
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
交
流
団 
派
遣

北
海
市
青
少
年
民
族
楽
器
代
表
団 

来
代

保
育
園
児
に
よ
る
絵
画
・
メ
ッ
セ
ー
ジ 

交
換

　

平
成
28
年
10
月
29
日
㈯
～
11
月
2
日
㈬

　

平
成
28
年
12
月
20
日
㈫
～
25
日
㈰

　

平
成
29
年
1
月
17
日
㈫
～
20
日
㈮

こ
れ
ま
で
の
記
念
事
業
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フ
ー
ド
バ
レ
ー
や
つ
し
ろ
の
３
つ
の
柱

　
①
八
代
港
を
活
用
し
た
輸
出
促
進

　
②
国
内
販
路
開
拓
支
援

　
③
６
次
産
業
化
・
農
商
工
連
携
促
進

　

こ
の
３
つ
を
取
り
組
み
の
柱
と
し
て
、
専
門
の
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
と
連
携
を
図
る
と
と
も
に
、
県
や
関
係

機
関
な
ど
の
協
力
の
も
と
、
生
産
者
や
事
業
者
の
サ

ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

新
た
な
販
路
開
拓
（
国
内
・
海
外
）
や
商
品
の
開

発
・
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
な
ど
を
検
討
し
て
い
る
事

業
者
・
生
産
者
の
皆
さ
ん
は
、
お
気
軽
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
随
時
訪
問
し
、
相
談
を
受
け
ま
す
。

平
成
28
年
度
に
お
け
る
取
り
組
み
状
況

①
八
代
港
を
活
用
し
た
輸
出
促
進

■
海
外
流
通
の
専
門
家
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
巡
回
ア
ド
バ
イ
ス
を
実
施

　

海
外
展
開
に
関
す
る
広
い
人
脈
と
専
門
知
識
を

持
っ
た
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
職
員
が
事
業
者
を
訪
問
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
の
っ
て
い
ま
す
。巡
回
を
き
っ
か

け
に
、海
外
展
開
が
始
ま
っ
た
事
業
者
も
い
ま
す
。

フードバレーやつしろの取り組み
　「フードバレーやつしろ」とは、本市にある豊富な農林水産物や加工品の付加価値を高め、関連産
業の集積により、「食」に関連するあらゆる産業の活性化を図ることで、本市の振興・発展につなげ
る取り組みです。

問合せ　フードバレー推進課（本庁仮設庁舎東棟 2 階）☎33 － 8780
　　　　G food@city.yatsushiro.lg.jp

■
海
外
展
開
を
サ
ポ
ー
ト

　

事
業
者
が
、
海
外
の
展
示
会
や
百
貨
店
催
事
に
出

展
す
る
際
に
、
補
助
金
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま

し
た
。

■
海
外
バ
イ
ヤ
ー
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ

　

台
湾
や
タ
イ
か
ら
バ
イ
ヤ
ー
を
呼
び
、
商
談
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

商
談
が
成
立
し
な
か
っ
た
場
合
も
、
海
外
の

ニ
ー
ズ
や
課
題
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

課
題
解
決
に
向
け
た
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
も
行
っ
て
い

ま
す
。

■
農
産
物
の
輸
出

　

香
港
の
春
節
（
旧
正
月
）
の
贈
答
用
と
し
て
、「
晩

白
柚
」
約
２
０
０
０
個
を
八
代
港
か
ら
輸
出
し
ま
し

た
。
ま
た
、
生
産
日
本
一
の
「
ト
マ
ト
」
も
香
港
や

タ
イ
な
ど
に
輸
出
し
、
現
地
の
飲
食
店
な
ど
で
提
供

さ
れ
て
い
ま
す
。

■
台
湾
基
隆
市
で
の

　
　
　
県
南
フ
ー
ド
バ
レ
ー
フ
ェ
ア
の
開
催

　

２
月
18
日
㈯
と
19
日
㈰
に
台
湾
の
基キ

ー
ル
ン隆
市
で
県
南

フ
ー
ド
バ
レ
ー
フ
ェ
ア
を
開
催
し
、「
観
光
物
産
展
」

「
八
代
産
畳
を
使
用
し
た
和
空
間
の
お
も
て
な
し
」

「
く
ま
モ
ン
ス
テ
ー
ジ
」
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
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②
国
内
販
路
開
拓
支
援

■
販
路
開
拓
を
サ
ポ
ー
ト

　

国
内
に
お
け
る
販
路
開
拓
を
検
討
し
て
い
る
生
産

者
・
事
業
者
を
随
時
訪
問
し
て
い
ま
す
。
農
林
水
産

物
や
加
工
品
の
種
類
・
量
を
把
握
し
、
希
望
に
沿
っ

た
販
路
の
紹
介
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
農
林
水
産
物
の
マ
ッ
チ
ン
グ

　

国
内
の
大
手
食
品
メ
ー
カ
ー
か
ら
ス
ー
パ
ー
な
ど

の
小
売
店
ま
で
幅
広
く
、八
代
産
農
林
水
産
物
の
提
案

を
行
っ
て
い
ま
す
。
青
果
と
し
て
の
販
路
や
加
工
品

な
ど
の
材
料
と
し
て
の
販
路
を
開
拓
し
、市
内
の
生
産

者
・
事
業
者
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

《
実
績
の
一
例
》

・
関
西
の
パ
ン
製
造
・
販
売
会
社
へ
提
案
し
た
野

　
菜
ペ
ー
ス
ト
が
プ
リ
ン
・
マ
ド
レ
ー
ヌ
の
材
料
と

　
し
て
採
用
。

・
全
国
展
開
の
ケ
ー
キ
店
へ
提
案
し
た
農
産
物
数

　
種
が
、
ケ
ー
キ
や
カ
フ
ェ
の
ド
リ
ン
ク
メ
ニ
ュ
ー

　
と
し
て
採
用
。

③
6
次
産
業
化
・
農
商
工
連
携
促
進

■
事
業
者
の
サ
ポ
ー
ト

　

平
成
27
年
度
よ
り
、
６
次
産
業
化
推
進
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
に
依
頼
し
事
業
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
は
、「
新
商
品
開
発
５
品
目
」
を
目

標
に
、
６
次
産
業
化
な
ど
に
興
味
の
あ
る
事
業
者
を

訪
問
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る

商
品
開
発
セ
ミ
ナ
ー
や
商
品
開
発
な
ど
に
関
す
る
個

別
相
談
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
13
事
業
者
に
対
し
て
、
訪
問
・
相
談
対
応
・

支
援
な
ど
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
目
標
を
上
回
る
商

品
開
発
が
で
き
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
加
工
品
の
マ
ッ
チ
ン
グ

　

市
内
事
業
者
が
製
造
す
る
加
工
品
を
、
卸
業
者
や

商
社
、
飲
食
店
な
ど
へ
提
案
し
て
い
ま
す
。
店
舗
で

そ
の
ま
ま
販
売
さ
れ
る
商
品
や
、
再
加
工
さ
れ
て
新

た
な
商
品
に
な
る
も
の
な
ど
、
販
路
先
の
ニ
ー
ズ
に

応
じ
た
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

《
実
績
の
一
例
》

・
関
東
の
貿
易
商
社
へ
提
案
し
た
加
工
品
が
、
都

　
内
飲
食
店
の
メ
ニ
ュ
ー
で
使
用
。

■
八
代
産
農
林
水
産
物
等
Ｐ
Ｒ
事
業
補
助
金

　

展
示
会
や
商
談
会
、
百
貨
店
な
ど
の
催
事
に
出
展

す
る
際
に
係
る
旅
費
な
ど
の
経
費
に
つ
い
て
、
補
助

（
１
／
２
、
限
度
額
50
万
円
）
を
行
い
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
度
は
、
15
事
業
者
（
個
人
生
産
者
３
人

を
含
む
）
が
こ
の
補
助
金
を
利
用
し
、
国
内
外
に
お

け
る
販
路
開
拓
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

▶
採
用
さ
れ
た
「
い
ち
じ
く
の
タ
ル
ト
」

　平成 27 年度の実績の一例として、「八代
青のりめんべい」を紹介します。
　「八代青のり」に関して、八代漁協からパッ
ケージや価格を変更したい旨の相談を受けま
したが、生産者の高齢化や後継者不足、売れ
るかどうか心配などの不安を抱いているとい
う背景がありました。
　そのため、まずは、あまり認知されていな
い「八代青のり」の周知・ＰＲを目的に、ア
ドバイザーと縁のあった福岡の明太子せんべ
いの会社に依頼し、市水産林務課とも連携し
て、生産者の理解を得ながら「八代青のりめ
んべい」が誕生しました。
　パッケージもユネスコ無形文化遺産登録を
見越して、市文化振興課の協力を得ながら八
代妙見祭の亀蛇と笠鉾をデザイン。「八代の
代表的なお土産」として定着させ、県外の人
にも「八代青のり」の周知・ＰＲを行うこと
としました。
　現在、この「八代青のりめんべい」は、ほ
ぼ八代地域だけで販売している状態ですが、

毎月、1000箱のペースで売り上げています。
平成 29年は、原料の青のりを昨年の約 10
倍の納品を目指し、駅の売店や福岡などの県
外でも販売する予定です。
　また、当初の目的でもあった「青のり」の
パッケージも変更し、「青のりめんべい」と
併せて県外に販売することで、少しでも地域
へ貢献できればと考えています。

※ 6次産業化とは ･･･ 農林水産業者が生産（１次）、加工

（２次）、販売（３次）まで一体的に取り組んだり、２次、３

次業者と連携して新商品やサービスを生み出したりする

こと。

6次産業化・農商工連携促進の実績紹介

▲八代青のりを使った「八代青のりめんべい」
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コミュニティセンター名 現施設名

代陽コミュニティセンター  代陽公民館

八代コミュニティセンター  八代公民館

太田郷コミュニティセンター  太田郷公民館

植柳コミュニティセンター  植柳公民館

麦島コミュニティセンター  麦島公民館

松高コミュニティセンター  松高公民館

八千把コミュニティセンター  八千把公民館

高田コミュニティセンター  高田公民館

金剛コミュニティセンター  金剛公民館

郡築コミュニティセンター  郡築公民館

宮地コミュニティセンター  宮地公民館

宮地東コミュニティセンター  宮地東公民館

日奈久コミュニティセンター  南部市民センター

昭和コミュニティセンター  農村婦人の家

二見コミュニティセンター  二見公民館

龍峯コミュニティセンター  龍峯農業研修所

坂本コミュニティセンター  坂本公民館

千丁コミュニティセンター  千丁公民館

鏡コミュニティセンター  農事研修センター

東陽コミュニティセンター  東陽公民館

泉コミュニティセンター  旧泉第二小学校

開設するコミュニティセンター

コミュニティセンター利用のご案内
① 会議室の利用時間（事前の予約申請が必要です）
　 午前 9 時～午後 10 時
　※施設の利用時間には、準備と片付けの時間
   　を含みます。

② 予約申請の受付時間
　 平日の午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分
　 利用する月の前月の初日（土日・祝日の場合
　 は次の平日）から申請ができます。
　
　※各施設の会議室などの利用料は、各校区の

　コミュニティセンターだより 4 月号をご覧
　ください。

コミュニティセンターが
スタートします

地域でのまちづくり活動

平成 29年４月 1日から、校区公民館などの施設が
コミュニティセンターに生まれ変わります。
さまざまなまちづくり活動にコミュニティセンター
を活用してみませんか

① 夏休みこども教室

▲ 金剛まちづくり協議会

問合せ　市民活動政策課（本庁仮設庁舎東棟 2 階）   ☎33-4482

回
収
区
域
と
管
理
者

☆コミュニティセンターが目指すもの☆
■ 地域の皆さんが気軽に集い交流する、ふれあいの場となることを目指します。

■ 地域の皆さんが主体となり、地域課題の解決や学習の場となることを目指します。

■ 地域の皆さんと市による協働のまちづくりの場となることを目指します。

③ 親子料理教室

② ふれあいまつり

▲ 代陽校区住民自治推進協議会

▲ 明日の希望を創るまちづくり太田郷協議会
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■
返
還
時
間

　
平
日
の
午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時

　（
土
日
や
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

■
持
参
品

　
①
引
取
通
知
書
（
送
付
を
受
け
た
場
合
）

　
②
印
鑑
（
認
印
）

　
③
所
有
者
を
証
明
す
る
も
の（
免
許
証
、学
生
証
な
ど
）

　
④
自
転
車
な
ど
の
鍵

※県道（市内の国道219号・443号・445号を含む）は県南広域本部土木部維持管理課、
国道3号は国土交通省八代維持出張所へお問合せください。

道
路
上
に
放
置
さ
れ
た
自
転
車
は
、
ど
う

す
れ
ば
い
い
で
す
か

盗
難
自
転
車
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
交

番
か
警
察
署
に
連
絡
し
ま
し
ょ
う
。
そ
う

で
な
い
も
の
は
、
道
路
管
理
者
が
調
査
確

認
し
、
撤
去
し
ま
す
。

自
宅
や
店
舗
の
敷
地
な
ど
に
放
置
さ
れ
た

自
転
車
は
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
で
す
か

盗
難
自
転
車
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
交

番
か
警
察
署
に
連
絡
し
ま
し
ょ
う
。
私
有

地
の
放
置
自
転
車
は
、
そ
の
土
地
の
所
有

者
か
管
理
者
で
対
処
し
て
く
だ
さ
い
。

道
路
上
に
放
置
さ
れ
た
自
転
車
は
、
警
告

な
し
に
撤
去
さ
れ
ま
す
か

市
の
管
理
道
路
で
は
、
通
行
に
著
し
い
支

障
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
即
時

撤
去
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

市
営
駐
輪
場
で
は
、
注
意
札
を
貼
付
し
て

か
ら
14
日
経
過
後
に
警
告
札
を
貼
付
し
、

さ
ら
に
14
日
経
過
後
に
撤
去
し
ま
す
。
ま

た
、
市
の
管
理
道
路
か
ら
撤
去
し
た
自
転

車
は
公
示
し
て
か
ら
6
ヵ
月
経
過
後
に
、

市
営
駐
輪
場
の
場
合
は
公
示
し
て
か
ら
30

日
経
過
後
に
廃
棄
し
ま
す
。

撤去された自転車を
返してほしいときは
　市で撤去後に保管し
た自転車などは、車体
の記名や防犯登録など
から所有者が判明した
場合、引取通知書（放置
自転車のお知らせ）を送
付します。返還につい
ては、上表の回収区域
の管理者にお問い合わ
せください。

Ｑ Ｑ ＱＡ Ａ Ａ

1. バス待機場横に駐輪してある自転車。接
　触する危険性あり（新八代駅）
2. 駐輪禁止の掲示と観光案内板の前に駐輪
　してある自転車（新八代駅）
3. 生け垣内に駐輪してある自転車（八代駅）

1

　「
み
ん
な
が
置
い
て
い
る
か
ら
」「
少

し
の
時
間
だ
け
だ
か
ら
」な
ど
の
理
由

で
置
か
れ
た
自
転
車
は
、
街
の
景
観
を

損
ね
る
だ
け
で
な
く
、
歩
行
者
や
目
の

不
自
由
な
人
、
車
椅
子
の
人
の
通
行
の

妨
げ
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
強
風
で
倒

れ
た
り
、
人
が
つ
ま
ず
い
た
り
す
る
原

因
に
な
る
な
ど
大
変
危
険
で
す
。
美
し

く
住
み
や
す
い
街
に
す
る
た
め
、
自
転

車
は
必
ず
駐
輪
場
な
ど
に
停
め
ま
し
ょ

う
。
な
お
、
市
営
駐
輪
場
に
長
期
間
に

わ
た
り
駐
輪
し
続
け
る
と
、
他
の
人
が

利
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
必
要
以
外

の
駐
輪
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

撤
去
さ
れ
た
自
転
車
の
返
還

管理者名 電話番号 回収区域

 土木課
 （本庁仮設庁舎西棟 2 階）

33-4121

 旧八代市内の八代市管理道路

 市営新八代駅西口駅前広場駐輪場

 市営新八代駅南口広場駐輪場
 市民活動政策課
 （本庁仮設庁舎東棟 2 階）

33-4482  市営八代駅前駐輪場

 鏡建設地域事務所 52-7820  鏡町内の八代市管理道路

 千丁建設地域事務所 46-1104  千丁町内の八代市管理道路

 坂本建設地域事務所 45-2290  坂本町内の八代市管理道路

 東陽建設地域事務所 65-2115  東陽町内の八代市管理道路

 泉建設地域事務所 67-2115  泉町内の八代市管理道路

 本町3丁目商店街振興組合 32-2697  市営本町 3 丁目駐輪場

放
置
自
転
車
の
危
険
性

回
収
区
域
と
管
理
者

　
放
置
自
転
車
は
管
理
者
が
回
収
し
、
一
定
期
間
経
過
後
に
廃
棄
し
ま
す
。

期
間
内
に
返
還
申
請
を
し
ま
し
ょ
う
。

放置自転車は通行の妨げになり危険です。
きちんと駐輪場に置きましょう。
土木課（本庁仮設庁舎西棟2階）　☎33-4121

やめよう
放置自転車

23
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お
知
ら
せ

引
っ
越
し
シ
ー
ズ
ン
に
市
民
課
窓
口
を
開
設

　

引
っ
越
し
が
多
い
３
月
下
旬
か
ら
４
月
上
旬
は
、住

所
変
更
の
手
続
き
が
集
中
し
、窓
口
が
大
変
混
み
合
い

ま
す
の
で
、土
・
日
曜
日
に
も
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

と
　
き　

３
月
25
日
㈯
・
26
日
㈰
・
４
月
１
日
㈯
・

　
　
　
　

２
日
㈰ 

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

と
こ
ろ　

市
民
課
（
本
庁
仮
設
庁
舎 

東
棟
１
階
）

　
　
　
　
※
支
所
や
出
張
所
は
開
設
し
ま
せ
ん

取
扱
業
務

　

・
転
入
な
ど（
住
所
変
更
）に
伴
う
住
民
異
動
届
の

　
　

受
付
業
務

　

・
住
民
票
、
印
鑑
登
録
証
明
書
、
戸
籍
謄
抄
本
、

　
　

所
得
証
明
書
の
発
行
業
務

　

・
戸
籍
届
出
の
受
付
（
預
か
り
の
み
）

　

・
パ
ス
ポ
ー
ト
の
交
付
（
申
請
は
平
日
の
み
）　

　

・
小
中
学
校
の
転
校
に
関
す
る
業
務
（
住
所
変
更

　
　

に
伴
う
も
の
に
限
る
）

※
右
記
以
外
の
業
務
は
、取
り
扱
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
国
や
県
な
ど
他
の
機
関
へ
の
問
い
合
わ
せ
が
必

　
要
な
業
務
は
、
取
り
扱
え
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ　

市
民
課
☎
33
４
１
１
０

市の組織の一部が変わります
　市では、行政課題への取り組みの強化を図るため、
4 月 1 日から組織の一部を変更します。

■変更①　コミュニティセンター設置に伴う再編
　住民自治・市民協働を進める中、地域活動の拠点
施設とするため、公民館などの施設をコミュニティ
センターへ移行することに伴う組織機構再編を行い
ます。
■市民活動政策課住民自治推進係を「第一住民自治
　推進係」と「第二住民自治推進係」の 2 係体制と
　します。
■生涯学習課を「社会教育係」、「生涯学習推進係」、
　「管理係」の３係体制に改めます。

■変更②　スポーツプロジェクト推進室の設置
　スポーツイベントの開催・誘致を積極的に行うた
め、スポーツ振興課に「スポーツプロジェクト推進
室」を設けます。

■変更③　債権対策室の設置
　市債権回収の体制強化を図るため、納税課内に「債
権対策室」を設置し、債権管理を適正かつ効率的に
行う組織体制を整えます。

■変更④　在宅医療・介護連携事業の推進
　八代地域の在宅医療・介護連携事業の推進のため、
現在ある「在宅医療介護連携室」の名称を「八代地
域在宅医療・介護連携支援センター」に改めます。

■変更⑤　市民窓口サービスの強化
　市民窓口サービスの充実・強化を図る体制づくり
を進めるため、市民課市民係を「第一市民係」と「第
二市民係」の２係体制とします。

問合せ　企画政策課☎３３－４１０４

熊
本
地
震
被
災
に
よ
る
介
護
保
険
料
の

減
免
に
つ
い
て

　

市
介
護
保
険
第
1
号
被
保
険
者
（
65
歳
以
上
）
で

熊
本
地
震
に
よ
り
半
壊
以
上
の
住
宅
被
害
を
受
け
た

人
は
、
個
別
に
お
知
ら
せ
し
た
と
お
り
、
平
成
28
年

度
介
護
保
険
料
の
減
免
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
減
免
を
受
け
る
た
め
に
は
、
3
月
31
日
㈮
ま
で

に
介
護
保
険
料
減
免
申
請
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

対
象
期
間　

平
成
28
年
度
1
期
か
ら
12
期
ま
で

減
免
割
合　

・
半
壊
ま
た
は
大
規
模
半
壊･･･

１
／
２

　
　
　
　
　

・
全　

壊････････････････

全  

額

提
出
書
類　

介
護
保
険
料
減
免
申
請
書
、り
災
証
明
書

申
込
先　

長
寿
支
援
課

　
　
　
　

各
支
所
健
康
福
祉
地
域
事
務
所

問
合
せ　

長
寿
支
援
課
☎
32
１
１
７
５

み
な
し
仮
設
住
宅
と

住
宅
応
急
修
理
制
度
の
申
し
込
み
期
限

■
み
な
し
仮
設
住
宅（
民
間
賃
貸
住
宅
借
上
げ
制
度
）

　

熊
本
地
震
発
生
直
後
か
ら
、
半
壊
以
上
の
被
災
者

に
対
し
、
応
急
的
な
住
ま
い
と
し
て
提
供
し
て
い
る

「
み
な
し
仮
設
住
宅
」の
申
込
期
限
は
3
月
31
日
で
す
。

　

被
災
者
の
中
に
は
、
未
だ
に
危
険
な
状
況
に
あ
る

自
宅
居
住
の
人
が
い
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

梅
雨
や
台
風
時
期
の
前
ま
で
に
は
転
居
を
完
了
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
み
な
し
仮
設
住
宅
を
希
望
す
る
人
は

申
込
期
限
ま
で
に
必
ず
お
申
し
込
み
い
た
だ
き
、
5

月
末
ま
で
に
入
居
を
完
了
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、次
の
よ
う
な
個
別
の
事
情
が
あ
る
場
合
は
、

申
込
期
限
ま
で
に
理
由
書
を
提
出
く
だ
さ
い
。

対
　
象　

入
院
中
な
ど
で
や
む
を
得
ず
入
居
物
件
を

　

見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
人
や
、
り
災
証
明
書

　

の
り
災
区
分
が
確
定
し
て
い
な
い
人
な
ど
。

申
込
期
限　

3
月
31
日
㈮

　
※
個
別
の
事
情
が
あ
る
場
合
に
は
「
理
由
書
」
の
提
出
に

　
　
よ
り
、
期
限
後
で
あ
っ
て
も
申
込
可
と
し
ま
す
。

■
住
宅
応
急
修
理
制
度

　

熊
本
地
震
発
生
直
後
か
ら
、
被
災
し
た
住
宅
に
住

む
た
め
の
応
急
修
理
を
提
供
し
て
い
る
「
住
宅
応
急

修
理
制
度
」
の
申
込
期
限
は
4
月
13
日
で
す
。

　

見
積
書
が
申
込
期
限
ま
で
に
準
備
で
き
な
い
人
や

り
災
証
明
書
の
り
災
区
分
が
確
定
し
て
い
な
い
人
な

ど
期
限
ま
で
に
書
類
が
完
備
で
き
な
い
場
合
も
受
付

可
能
で
す
。
希
望
す
る
人
は
必
ず
申
込
期
限
ま
で
に

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

対
　
象　

半
壊
以
上
の
被
災
者
で
、
み
な
し
仮
設
住

　

宅
な
ど
の
仮
設
住
宅
を
利
用
し
な
い
人

応
急
修
理
の
範
囲　

日
常
生
活
に
必
要
不
可
欠
な
部

　

分
の
被
災
箇
所
（
内
装
・
家
電
製
品
は
除
く
）

上
限
額　

1
世
帯
あ
た
り
57
万
６
千
円

　
　
　
　
（
直
接
修
理
業
者
に
振
込
）

申
込
期
限
　

4
月
13
日
㈭

そ
の
他　

後
日
設
定
さ
れ
る
完
了
期
限
ま
で
に
工
事

　
を
完
了
し
て
下
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ　

建
築
住
宅
課
☎
33
４
１
２
２
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選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

　

３
月
１
日
現
在
で
調
製
す
る
選
挙
人
名
簿
（
年
４

回
の
定
時
登
録
）
を
縦
覧
で
き
ま
す
。

　

転
入
し
て
き
た
人
や
満
18
歳
に
な
っ
た
人
、
あ
る

い
は
海
外
在
住
者
で
在
外
選
挙
人
証
の
交
付
を
受
け

た
人
の
名
前
が
名
簿
に
載
っ
て
い
る
か
を
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

登
録
資
格
要
件　

日
本
国
民
で
平
成
11
年
３
月
２
日

　

以
前
に
生
ま
れ
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

　

①
本
市
に
平
成
28
年
12
月
１
日
ま
で
に
住
民
票
の

　
　

登
録
を
し
、
引
き
続
き
居
住
し
て
い
る
人

　

②
平
成
28
年
11
月
１
日
以
後
に
市
外
へ
転
出
し
、

　
　

転
出
時
点
に
お
い
て
、
引
き
続
き
３
カ
月
以
上

　
　

本
市
に
住
民
票
が
あ
っ
た
人

　

③
海
外
在
住
者
で
、
大
使
館
や
総
領
事
館
へ
在
外

青
色
申
告
を
は
じ
め
ま
し
ょ
う

　

青
色
申
告
は
、
自
分
の
経
営
を
客
観
的
に
つ
か
む

た
め
の
重
要
な
ツ
ー
ル
で
す
。
青
色
申
告
に
は
、
税

制
上
の
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
の
で
、
早
速
、
取
り

組
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

選挙あれこれ

引っ越しをしたら住民票を移しましょう

　選挙で投票するためには、市町村の選挙
管理委員会の選挙人名簿に登録されていな
ければなりません。
　選挙人名簿への登録には、国籍や年齢
の要件のほかに、住所に関する要件があ
ります。
　選挙人名簿への登録は、原則、住民票の
異動情報に基づいて行われます。そして、
選挙の際の投票も、選挙人名簿に登録され
た市町村の投票所で行うことになります。
　選挙人名簿への登録は市町村内に住所を
有し、引き続き、同一市町村内に３ヶ月以
上住んでいれば、法律で定められた時期に
登録されます。また、市町村外へ転出し、
４ヶ月が経過すると登録
が抹消されます。
　選挙権を行使するため
にも、忘れずに住民票を
移しましょう。
問合せ　選挙管理委員会事務局
　　　　☎30-1663

熊
本
地
震
の
被
災
に
よ
る

市
税
の
減
免
申
請
は
お
済
み
で
す
か

　

熊
本
地
震
で
建
物
に
半
壊

以
上
の
被
害
を
受
け
た
人
を

対
象
に
、
平
成
28
年
度
の
市

税
（
固
定
資
産
税
・
個
人
市

県
民
税
・
国
民
健
康
保
険
税
）
の
減
免
措
置
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
減
免
措
置
を

受
け
る
た
め
に
は
、
3
月
31
日
㈮
ま
で
に
減
免
申
請

書
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

必
要
書
類　

・
減
免
申
請
書
（
3
税
共
通
）

　
　
　
　
　

・
り
災
証
明
書　

・
印
鑑

提
出
・
問
合
せ

　

資
産
税
課（
固
定
資
産
税
）☎
33
４
１
０
８

　

市
民
税
課（
個
人
市
県
民
税
）☎
33
４
１
０
７

　

国
保
ね
ん
き
ん
課（
国
民
健
康
保
険
税
）

　

☎
33
４
１
１
３

改
正
道
路
交
通
法
が
施
行
さ
れ
ま
す

　

道
路
交
通
法
が
改
正
さ
れ
、
３
月
12
日
㈰
か
ら
施

行
さ
れ
ま
す
。
リ
ス
ク
の
高
い
高
齢
運
転
者
の
対
策

と
し
て
、
認
知
機
能
検
査
な
ど
が
強
化
さ
れ
ま
す
。

主
な
改
正
点
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
臨
時
認
知
機
能
検
査
・
臨
時
高
齢
者
講
習
の
新
設

■
臨
時
適
正
検
査
制
度
の
見
直
し

■
高
齢
者
講
習
の
合
理
化
・
高
度
化

問
合
せ　

八
代
警
察
署
☎
33
０
１
１
０

　
　
　
　

氷
川
警
察
署
☎
62
４
１
１
０

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
に
つ
い
て

　

住
宅
の
寝
室
部
分
に
は
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の

設
置
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
だ
設
置
し
て

い
な
い
家
庭
は
、「
い
ざ
」
と
い
う
時
の
た
め
に
早

急
に
設
置
し
ま
し
ょ
う
。
す
で
に
設
置
し
て
い
る
家

庭
は
、年
に
２
回
は
作
動
点
検
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

音
が
出
な
い
場
合
は
、
電
池
切
れ
や
故
障
が
考
え
ら

れ
ま
す
の
で
、新
し
い
も
の
に
取
り
替
え
ま
し
ょ
う
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
消
防
用
設
備
取
扱
専
門

店
の
ほ
か
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
や
電
器
店
な
ど
で
購

入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
不
適
切
な
訪
問
販
売
に

は
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

八
代
広
域
行
政
事
務
組
合
☎
32
９
２
２
７

　

新
た
に
青
色
申
告
を
始
め
る
た
め
に
は
、
個
人
の

場
合
、３
月
15
日
㈬
ま
で
に
最
寄
り
の
税
務
署
に「
青

色
申
告
承
認
申
請
書
」
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
申
請
を
行
え
ば
、
平
成
29
年
分
の
所
得
か

ら
、
青
色
申
告
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
申
告

時
期
は
平
成
30
年
２
月
～
３
月
）

　

な
お
、政
府
の
農
林
水
産
業
・
地
域
の
活
力
創
造
本
部

に
お
い
て
、青
色
申
告
を
行
っ
て
い
る
農
業
者
を
対
象

と
し
た
収
入
保
険
制
度
の
導
入
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

収
入
保
険
制
度
は
、
品
目
の
枠
に
と
ら
わ
れ
ず
自

然
災
害
に
よ
る
収
量
減
少
だ
け
で
な
く
、
価
格
低
下

な
ど
も
含
め
た
収
入
減
少
を
補
塡
す
る
仕
組
み
で

す
。
詳
細
は
、
農
林
水
産
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は

九
州
農
政
局
熊
本
県
拠
点
地
方
参
事
官
室
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

九
州
農
政
局
熊
本
県
拠
点
地
方
参
事
官
室

　
　
　
　

☎
０
９
６（
３
０
０
）６
０
２
０

　
　

選
挙
人
名
簿
の
登
録
申
請
を
行
い
、
在
外
選
挙

　
　

人
証
の
交
付
を
受
け
た
人

縦
覧
期
間　

３
月
３
日
㈮
～
７
日
㈫

　
　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

縦
覧
場
所
・
問
合
せ

　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
（
千
丁
支
所
２
階
）

　

☎
30
１
６
６
３

八
代
市
公
民
館
が
新
た
に
変
わ
り
ま
す

　

4
月
か
ら
千
丁
地
域
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
の
1
階

部
分
と
千
丁
文
化
セ
ン
タ
ー
は
「
八
代
市
公
民
館
」と

な
り
ま
す
。生
涯
学
習
の
拠
点
施
設
と
し
て
、市
内
全

域
に
事
業
展
開
と
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、
こ
れ
ま
で
の
校
区
公
民
館
は
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
へ
と
変
わ
り
ま
す
。

※
６
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い

　

八
代
市
公
民
館
の
利
用
に
関
し
て
は
生
涯
学
習
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

生
涯
学
習
課
☎
30
１
１
１
０
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↖

　本市の下水道事業全体計画では、
右図の「公共下水道区域」と「公共
下水道→合併浄化槽区域」を公共下
水道で整備する予定でしたが、国の
方針により適切な汚水処理施設（公
共下水道・合併浄化槽・農業集落排水）
での設備を早期に目指すこととなり
ました。
　これにより検討した結果、東片町・
古麓町と、球磨川以南の高田・植柳・
日奈久校区を、当初の公共下水道計
画区域から、合併浄化槽区域に変更
しました。
　今後も、周辺環境の改善や公共用
水域の水質保全を図るためにも、汚
水処理の促進に努めます。ご不明な
点がありましたら、下水道建設課・
下水道総務課までご連絡ください。

公共下水道区域を変更しました

問合せ
下水道建設課☎33-4458
下水道総務課☎33-4147
八代市通町 11-14 ニュークリエイトビル２階

育
児
・
介
護
休
業
法
及
び
男
女
雇
用
機

会
均
等
法
の
改
正
に
つ
い
て

　

妊
娠
・
出
産
・
育
児
期
や
家
族
の
介
護
が
必
要
な

時
期
に
、
男
女
と
も
に
離
職
す
る
こ
と
な
く
働
き
続

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、「
育
児
・
介
護
休
業
法

及
び
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
」
は
、
1
月
1
日
か
ら

全
面
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

改
正
ポ
イ
ン
ト

　
①
介
護
休
業
の
分
割
取
得

　
　

労
働
者
が
、常
時
介
護
を
必
要
と
す
る
状
態（
要

　
　

介
護
状
態
）
に
あ
る
家
族
の
介
護
を
す
る
た
め

　
　

に
取
得
で
き
る
休
業
「
介
護
休
業
」
に
つ
い
て
、

　
　

対
象
家
族
1
人
に
つ
い
て
3
回
を
上
限
と
し
て

　
　

分
割
し
、
通
算
93
日
ま
で
取
得
で
き
る
よ
う
に

　
　

な
り
ま
し
た
。

　
②
子
の
看
護
休
暇
、介
護
休
暇
の
休
日
単
位
の
取
得

　
　

小
学
校
就
学
前
ま
で
の
子
の
病
気
、
け
が
を
し

　
　

た
時
な
ど
に
取
得
で
き
る
「
子
の
看
護
休
暇
」

　
　

と
要
介
護
状
態
に
あ
る
家
族
の
介
護
そ
の
他
世

　
　

話
の
た
め
に
取
得
で
き
る
「
介
護
休
暇
」
が
半

　
　

日
（
所
定
労
働
時
間
の
２
分
の
１
）
単
位
で
取

　
　

得
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
③
介
護
の
た
め
の
所
定
労
働
時
間
の
短
縮
な
ど
の
措
置

　
　

こ
れ
ま
で
は
介
護
休
業
と
通
算
し
て
93
日
取
得

　
　

可
能
だ
っ
た
制
度
が
、改
正
に
よ
り
介
護
休
業
と

　
　

は
別
に
開
始
か
ら
3
年
間
取
得
で
き
る
よ
う
に

　
　

な
り
ま
し
た
。

　
④
介
護
の
た
め
の
所
定
外
労
働
の
制
限（
残
業
免

　
　
除
）の
制
度
の
新
設

　
　

介
護
終
了
ま
で
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
所
定

　
　

外
労
働
の
制
限
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

　
⑤
育
児
・
介
護
休
業
が
取
得
で
き
る
有
期
契
約
労

　
　
働
者
の
要
件
緩
和

広　　告



11 Yatsushiro 2017.3

健 診 項 目 健 診 内 容 金 額

基本健診（必須）（歯周疾患検診含む） 問診、身体計測、血圧測定、腹囲測定、血液検査、尿検査、歯周疾患検診 2,000 円

腹部超音波検診 肝臓・腎臓・胆のう・すい臓・ひ臓の検査 1,100 円

乳がん検診（30 歳以上の女性） 乳房超音波検査　※妊娠中・授乳中・断乳後 3 ヵ月未満の人は受診できません 900 円

子宮頸がん検診（20 歳以上の女性） 視診、内診、子宮頸部細胞診　※妊娠中・生理中の人は受診できません 1,200 円

と　き ところ 受付時間

4 月 23 日㈰
やつしろハーモニーホール 7:30 ～ 8:50

鏡保健センター 7:00 ～ 8:00

4 月 25 日㈫ やつしろハーモニーホール 7:30 ～ 8:50

4 月 27 日㈭ 八代市保健センター 7:30 ～ 8:50

5 月 7 日㈰
やつしろハーモニーホール 7:30 ～ 8:50

千丁公民館 7:00 ～ 8:00

5 月 8 日㈪ 千丁公民館 7:00 ～ 8:00

5 月 9 日㈫ やつしろハーモニーホール 7:30 ～ 8:50

5 月 13 日㈯
八代市保健センター 7:30 ～ 8:50

東陽地域福祉保健センター 7:30 ～ 8:00

5 月 14 日㈰
八代市保健センター 7:30 ～ 8:50

泉地域福祉センターさわやか荘 7:30 ～ 8:00
5 月 18 日㈭ 坂本公民館 7:30 ～ 8:00

6 月 4 日㈰ 八代市保健センター 7:30 ～ 8:50

6 月 8 日㈭ やつしろハーモニーホール 7:30 ～ 8:50

6 月 11 日㈰ やつしろハーモニーホール 7:30 ～ 8:50

◀
受
付
時
間
は
、申
し
込
み
人
数
で
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
『
ま
だ
若
い
か
ら
大
丈
夫
』『
自
分
は
健
康
だ
か
ら
大
丈
夫
』
と
思
っ
て
い
る
人
に

ぜ
ひ
受
け
て
い
た
だ
き
た
い
健
診
で
す
。
糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
は
若
い
世
代

に
も
広
が
っ
て
い
ま
す
。
1
年
に
1
回
、
自
分
の
体
と
向
き
合
い
、
生
活
習
慣
病
を

予
防
し
ま
し
ょ
う
。

対
　
象　

・
昭
和
53
年
４
月
１
日
～
平
成
10
年
３
月
31
日
生

　
　
　
　

・
20
～
39
歳
の
健
診
を
受
け
る
機
会
の
な
い
市
民
（
学
生
を
除
く
）

　
　
　
　
※
職
場
で
健
康
診
断
が
あ
る
場
合
は
、
そ
ち
ら
を
優
先
し
て
ご
受
診
下
さ
い
。

定
　
員　

先
着
４
５
０
人
程
度

申
込
期
間　

３
月
1
日
㈬
～
24
日
㈮

申
込
方
法
（
原
則
、
本
人
に
よ
る
申
し
込
み
）

　

①
電
話
で
八
代
市
保
健
セ
ン
タ
ー
に
予
約

　
　

受
付
時
間　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
5
時
15
分
（
土
日
・
祝
日
除
く
）

　

②
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
予
約
す
る

　
　

I http://w
w

w
.city.yatsushiro.kum

am
oto.jp/youngkenshin/

問
合
せ　

八
代
市
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
32
７
２
０
０

ヤ
ン
グ
健
診
（
20
代
・
30
代
）

　

申
出
時
点
で
、

　

⑴
育
児
・
介
護
休
業
と
も
に
、
過
去
1
年
以
上
継

　
　

続
し
て
雇
用
さ
れ
て
い
る
こ
と

　

⑵
育
児
休
業
は
、
子
が
1
歳
６
カ
月
に
な
る
ま
で

　
　

の
間
に
雇
用
契
約
が
な
く
な
る
こ
と
が
明
ら
か

　
　

で
な
い
こ
と

　

⑶
介
護
休
業
は
、
介
護
休
業
取
得
予
定
日
か
ら
起

　
　

算
し
て
93
日
経
過
日
か
ら
６
カ
月
を
経
過
す
る

　
　

日
ま
で
に
雇
用
契
約
が
な
く
な
る
こ
と
が
明
ら

　
　

か
で
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す

　
⑥
い
わ
ゆ
る
マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど

　
　
の
防
止
措
置
義
務
の
新
設

　
　

上
司
・
同
僚
か
ら
の
、
妊
娠･

出
産
、
育
児
休

　
　

業
、
介
護
休
業
な
ど
を
理
由
と
す
る
嫌
が
ら
せ

　
　

な
ど
を
防
止
す
る
措
置
を
講
じ
る
こ
と
が
事
業

　
　

主
に
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

問
合
せ　

熊
本
労
働
局
雇
用
環
境
・
均
等
室

　
　
　
　

☎
０
９
６（
３
５
２
）３
８
６
５

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

　

平
成
29
年
度
の
加
入
受
付
を
3
月
か
ら
開
始
し
ま

し
た
。
万
一
の
け
が
や
賠
償
責
任
に
備
え
て
加
入
し

ま
し
ょ
う
。

　

同
保
険
に
は
、
4
人
以
上
の
団
体
で
加
入
で
き
、

活
動
中
や
活
動
へ
の
往
復
中
の
事
故
を
補
償
し
ま

す
。
傷
害
保
険
や
賠
償
責
任
保
険
、
突
然
死
葬
祭
費

用
保
険
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。
詳
細
は
、
ス

ポ
ー
ツ
安
全
協
会
熊
本
県
支
部
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

掛
　
金　

中
学
生
以
下
８
０
０
円
～
／
年

　
　
　
　

高
校
生
以
上
は
活
動
内
容
に
よ
り
異
な
る

問
合
せ　

ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
熊
本
県
支
部

　
　
　
　

☎
０
９
６（
２
１
３
）９
０
１
５

広　　告
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↖

死
亡
の
手
続
き
は
お
忘
れ
な
く

　

年
金
を
受
給
し
て
い
た
人
が
亡
く

な
っ
た
と
き
は
、年
金
の
手
続
き
を
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

　

亡
く
な
っ
た
月
分
ま
で
は
年
金
が

支
給
さ
れ
ま
す
の
で
、
ま
だ
受
け

取
っ
て
い
な
い
年
金
は
、
未
支
給
年

金
と
し
て
遺
族
が
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
遺
族
が
複
数
い
る
場
合

は
、
優
先
順
位
の
高
い
人
が
請
求
者

と
な
り
ま
す
。
手
続
き
の
際
は
、
亡

く
な
っ
た
人
の
年
金
証
書
（
な
く
て

も
可
）
と
請
求
者
名
義
の
通
帳
、
印

鑑
を
持
参
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
請
求
で
き
る
の
は
亡
く

な
っ
た
人
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い

た
遺
族
に
限
ら
れ
ま
す
。
生
計
同
一

関
係
に
あ
る
遺
族
が
い
な
い
と
き

は
、
死
亡
届
の
み
の
手
続
き
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、年
金
を
受
給
し
て
い
な
か
っ
た
場
合
で
も
、

遺
族
基
礎
年
金
も
し
く
は
死
亡
一
時
金
、
寡
婦
年
金

を
請
求
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は

国
保
ね
ん
き
ん
課
ま
た
は
年
金
事
務
所
ま
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

八
代
年
金
事
務
所
☎
35
６
１
２
３

　
　
　
　

国
保
ね
ん
き
ん
課
☎
33
４
１
０
５

※その他3親等内の親族については、平成26年4月以降の死亡が対象となります。

【未支給年金を請求できる優先順位】
1 2 3 4 5 6 7

配偶者 子 父母 孫 祖父母 兄弟姉妹 その他3親等内の親族

課税対象年度 重課対象車両
平成29年度 平成16年 3月 31日以前に最初の新規検査をした車両
平成30年度 平成17年 3月 31日以前に最初の新規検査をした車両
平成31年度 平成18年 3月 31日以前に最初の新規検査をした車両

※「最初の新規検査」とは、初めて車両番号の指定（ナンバープレートの交付）を受けるた
　めの検査のことをいいます。自動車検査証の「初度検査年月」で確認できます。

車種区分
税額（年額）
H28年度～

原動機付自転車

50cc以下 2,000 円
50cc超～90cc以下 2,000 円
90cc超～125cc以下 2,400 円
ミニカー 3,700 円

小型特殊自動車
農耕作業用 2,400 円
その他 5,900 円

軽二輪 125cc超～250cc以下 3,600 円
小型二輪 250cc超 6,000 円

車種区分
税額（年額）

平成 27 年 3 月 31
日までに最初の新
規検査をした車両

平 成 27 年 4 月 1
日以後に最初の新
規検査をした車両

最初の新規検査
か ら 13 年 を 経
過した車両

三輪 3,100 円 3,900 円 4,600 円

四
輪

乗用
自家用 7,200 円 10,800 円 12,900 円
営業用 5,500 円 6,900 円 8,200 円

貨物用
自家用 4,000 円 5,000 円 6,000 円
営業用 3,000 円 3,800 円 4,500 円

①平成27年4月1日以後に※最初の新規検査をした車両の税額が変わります。
②ただし、電気軽自動車、天然ガス軽自動車、メタノール軽自動車、混合
　メタノール軽自動車、ガソリンハイブリッド車、被けん引車は税額変更
　の対象外です。
③平成 28 年度課税分から、※最初の新規検査から 13 年経過した三輪・四
　輪の軽自動車について、重課が適用されています。

軽自動車税の税額が変更グリーン化特例（軽課）の延長について

■原動機付自転車、小型特殊自動車、軽二輪、小型二輪

問合せ　市民税課☎33-4107

◆三輪、四輪の軽自動車

区分
グリーン化特例適用税率（平成29年度のみ）

25％軽減 50％軽減 75％軽減

軽
自
動
車

三輪 3,000 円 2,000 円 1,000 円

四
輪
以
上

乗用
自家用 8,100 円 5,400 円 2,700 円
営業用 5,200 円 3,500 円 1,800 円

貨物用
自家用 3,800 円 2,500 円 1,300 円
営業用 2,900 円 1,900 円 1,000 円

※各燃費基準の達成状況は、自動車検査証の備考欄に記載されています。

■軽乗用車
≪対象と軽課割合≫

■軽貨物車

■グリーン化特例を適用した場合の税率

対象・要件など 内　　容
・電気自動車
・天然ガス自動車（平成 21 年排出ガス 10％低減） 税率を概ね75％軽減

ガソリン車
（ハイブリッド車を含む）

排出ガス性能 燃費性能
平成17年排出ガス

規制75％低減
（☆☆☆☆）

平成32年度燃費基準
+20％達成 税率を概ね50％軽減

平成32年度燃費基準達成 税率を概ね25％軽減

対象・要件など 内　　容
・電気自動車
・天然ガス自動車（平成 21 年排出ガス 10％低減） 税率を概ね75％軽減

ガソリン車
（ハイブリッド車を含む）

排出ガス性能 燃費性能

平成17年排出ガス
規制75％低減
（☆☆☆☆）

平成27年度燃費基準
+35％達成 税率を概ね50％軽減

平成27年度燃費基準
+15％達成 税率を概ね25％軽減

【適用条件】
　平成 28 年 4 月 1 日から平成 29 年 3 月 31 日までに最初の新規検査を受けたことが
あり、一定の燃費性能などを有する三輪と四輪の軽自動車。

　平成28年度のみ適用されていた軽自動車税のグリーン化特例（軽課）について、特例措置が
1 年間延長になりました。ただし、平成29 年度分の軽自動車税に限ります。（平成28 年度にグ
リーン化特例の適用を受けた車両については、平成29 年度分の軽減措置はありません。）

交
通
災
害
共
済
の
事
務
取
扱
い
を
終
了

　

現
在
、
加
入
し
て
い
る
「
交
通
災
害
共
済
」
は
、

3
月
末
を
も
っ
て
市
で
の
事
務
取
扱
い
を
終
了
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
直
接
、
全
労
済
熊
本
県
本
部
で
手
続
き

広　　告
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マイナンバーＱ＆Ａ⑧
引っ越し・就職をする人へ
■質問①　　　　　　　　　　　　  　
　引っ越しをするけれど、マイナンバー
の手続きは必要なの。
□答え①　　　　　　　　　　　　　  
　引っ越しなどで住所が変わる人は、
転入・転居届を提出する際、「通知カー
ド」または「マイナンバーカード」の
追記欄に新住所を記載しますので、ご
持参ください。

■質問②　　　　　　　　　　　　　  
　4 月から働き始めるけれど、マイナン
バーを勤務先に見せないといけないの。
□答え②　　　　　　　　　　　　　  
　就職したり、パート ･ アルバイトを
始めたりする人は、税や雇用保険など
の手続きのため、勤務先へのマイナン
バーの提示が必要になります。学生で
も新しくアルバイトを始める際には必
要です。

企画政策課☎３３－４１０４

マイナちゃん

を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

問
合
せ　

市
民
活
動
政
策
課
☎
33
４
４
８
２

　
　
　
　

全
労
済
熊
本
県
本
部
城
南
支
所

　
　
　
　

☎
35
４
７
８
８

や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

施
設
利
用
調
整
会
議

使
用
月　
　

①
平
成
30
年
4
月

　
　
　
　
　

②
平
成
30
年
5
月

調
整
会
議　

①
4
月
3
日
㈪　

午
前
9
時

　
　
　
　
　

②
5
月
1
日
㈪　

午
前
9
時

と
こ
ろ
・
問
合
せ　

や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
53
０
０
３
３

Ｄ
Ｍ
Ｏ
や
つ
し
ろ
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
観
光
人
力
車
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
募
集

　

Ｄ
Ｍ
Ｏ
や
つ
し
ろ
で
は
、
国
内

外
の
旅
行
客
に
対
し
、
旅
行
消
費

額
の
拡
大
や
滞
在
時
間
の
増
加
を

図
る
た
め
、
八
代
城
址
周
辺
な
ど

で
人
力
車
を
活
用
し
た
お
も
て
な

し
事
業
を
来
年
度
か
ら
実
施
し
ま

す
。
そ
の
人
力
車
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
を
募
集
し
ま
す
。

申
込
期
限　

3
月
16
日
㈭

特
　
典　

優
秀
賞
２
点
に
市
の
特
産
品（
１
万
円
分
）

　

を
贈
呈

応
　
募　

人
力
車
の
愛
称
・
住
所
・
氏
名
・
連
絡
先

　

を
ハ
ガ
キ
に
明
記
し
て
申
し
込
み
。

応
募
先　

〒
８
６
６-

０
８
２
４ 

上
日
置
町
４
７
７
２

　

-

10  

Ｊ
Ｒ
新
八
代
駅
内
Ｄ
Ｍ
Ｏ
や
つ
し
ろ

そ
の
他　

未
発
表
で
他
の
商
標
な
ど
に
類
似
し
な
い

　

も
の
と
し
、
発
表
後
の
商
標
は
Ｄ
Ｍ
Ｏ
や
つ
し
ろ

　

が
保
有
し
ま
す
。

■
八
代
内
港
発
着
の
シ
ャ
ト
ル
フ
ェ
リ
ー
で
天
草
へ

　

片
道
５
０
０
円
で
天
草
（
上
天
草
市
前
島
）
ま

で
の
シ
ャ
ト
ル
船
を
運
航
し
ま
す
。

（
片
道
30
分
程
度
）

　

天
草
で
は
、
イ
ル
カ
ウ
ォ
ッ
チ
ン

グ
や
天
草
五
橋
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
の

ほ
か
、
天
草
な
ら
で
は
の
ラ
ン
チ
や

お
買
い
物
が
楽
し
め
ま
す
。

日
　
程　

３
月
20
日
㈪

集
合
時
間　

八
代
内
港　

午
前
11
時

　
　
　
　
　

前　
　

島　

午
後
3
時

集
合
場
所　

八
代
内
港

費
　
用　

片
道
５
０
０
円
（
1
歳
未
満
無
料
）

出
港
時
間　

八
代
内
港　

午
前
11
時
40
分

　
　
　
　
　

前　
　

島　

午
後
3
時
30
分

食
　
事　

天
草
パ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
や
リ
ゾ
ラ
テ
ラ
ス

　

で
も
可
能

定
　
員　

各
船
先
着
30
人

申
込
方
法　

Ｄ
Ｍ
Ｏ
や
つ
し
ろ
へ
電
話
で
予
約

■
熊
本
地
震
復
興
祈
願

　
Ｄ
Ｍ
Ｏ
や
つ
し
ろ
日
奈
久
温
泉
花
火
大
会

と
　
き　

①
３
月
４
日
㈯　

午
後
7
時
30
分

　
　
　
　
　
※
荒
天
時
は
翌
日
に
延
期

　
　
　
　

②
３
月
19
日
㈰　

午
後
7
時
30
分

　
　
　
　
　
※
荒
天
時
は
翌
日
に
延
期

と
こ
ろ　

日
奈
久
平
成
町
日
奈
久
ド
リ
ー
ム
ラ
ン
ド

　
「
シ
ー
・
湯
・
遊
」
内

発
　
数　

約
３
０
０
発

問
合
せ　

Ｄ
Ｍ
Ｏ
や
つ
し
ろ
☎
31
８
２
０
０

鶴
喰
米
好
評
販
売
の
お
知
ら
せ

　

坂
本
町
の
鶴
喰
地
区
で
米
職
人
が
丹
精
込
め
て
育

て
た
お
米
（
鶴
喰
米
）
を
販
売
し
て
い
ま
す
。
数
量

限
定
で
す
の
で
、
食
べ
た
こ
と
が
な
い
人
は
、
ぜ
ひ

ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

精
　
米　

５
kg　

１
９
０
０
円
（
税
込
）

玄
　
米　

30 

kg　

８
０
０
０
円
（
税
込
）

問
合
せ　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
☎
33
２
７
１
１

広　　告
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3 月 市民カレンダー

28 29 30 31
※休日在宅医は、変更になる場合があります。医師会のテ
　レホンサービスでご確認ください。

八代市医師会 ☎34-7001  八代郡医師会 ☎62-2212

八代歯科医師会口腔保健センター（上野町、旧県道沿い）
診療時間　日曜・祝祭日の 10:00 ～ 16:00

★ 休日歯科診療 ☎31-8020

日 病院名 町名 電話番号

5
日

ひらきクリニック 新 地 町 32-4990

くわはら小児科 植柳上町 32-5000

ふくとみクリニック 花 園 町 33-2913

黒田耳鼻咽喉科医院 鏡　町 52-8787

保　田　医　院 鏡　町 52-0037

峯　苫　医　院 坂 本 町 45-2127

12
日

む ら た ク リ ニ ッ ク 横手本町 34-1872

ありの内科呼吸器科 （小児も可） 萩原町 1 32-5941

本田クリニック 西松江城町 32-3410

よかと整形外科リウマチクリニック 鏡　町 46-8110

前 田 内 科 医 院 鏡　町 52-1310

19
日

丸　田　病　院 萩原町 1 35-3100

ち り ふ 内 科  （小学生以上可） 豊原中町 32-6000

髙 田 胃 腸 内 科・内 科 大 村 町 37-7200

井　上　医　院 東 陽 町 65-2121

尾 田 内 科 医 院 鏡　町 52-8011

20
日

久原外科胃腸科医院 植柳上町 35-1161

中 村 内 科 医 院（小児も可） 花 園 町 33-8885

鶴田胃腸科内科 日 置 町 31-5000

荒木皮ふ科医院 鏡　町 52-8777

松　本　医　院 鏡　町 52-0330

26
日

あらき整形外科医院 旭中央通 32-2524

せきがみ内科・糖尿病内科（小学生以上可） 上日置町 33-0033

福 満 内 科 医 院 松 江 町 35-0293

松 村 眼 科 医 院 鏡　町 52-0131

伊　藤　医　院 氷 川 町 52-8091

横 田 診 療 所 泉　町 67-2010

休 日 在 宅 当 番 医

診療時間 9:00 ～ 17:00

 火 災 情 報

● 火災情報ダイヤル
　☎0180-999-194
　http://www.yatsushiro-fd.com/

● 火災救急件数
　　（1月分月計）
　火　災　　　   　4 件
　救　急　　　　643 件    

● 1月末日現在
人　口　 129,848 人
　男　　　60,388 人
　女　　　69,460 人
世帯数  　 55,389 戸

納 税 情 報
● 今月の納税　  納期限　3 月 31 日㈮

国民健康保険税 12 期

● 夜間納税窓口開設 （実施日はカレンダー内に表示）
　 場　 所  ：納税課（本庁仮設庁舎西棟 1 階）　

※安全、便利、確実な口座振替に加入しましょう
問合せ　納税課 ☎33-4109

　納付場所：コンビニ、本庁仮設庁舎、各支所、各出張所、　
　　　　　　市内の各銀行、信用組合、信用金庫、労働金庫、
　　　　　　農業協同組合、九州管内のゆうちょ銀行・郵便局
　　　　　　（沖縄を除く）

春分の日のごみ収集・施設受付

《問合せ》 　廃棄物対策課（清掃センター内）☎32-4675、各支所の市民サービス係
　　　　　 クリーンセンター（氷川町）☎62-3304

春分の日（3月20日）
◎「燃えるごみ」の収集
　泉地域の該当地区以外は休み
◎「資源の日」の収集
　八代地域の該当町内は 3月18日㈯に
　振替

【ごみの持ち込み受付】
・市清掃センターは休み
・クリーンセンター（氷川町）は

通常とおり受付

人口と世帯

夜間納税窓口  17:30～19:00

夜間納税窓口  17:30～19:00

夜間納税窓口  17:30～19:00

市民課・こども未来課
国保ねんきん課・市民税課

19:00まで

毎週木曜は窓口延長実施中

毎月１1日は
人権を確かめ合う日

毎月19日は食育の日

資源の日 日曜日版

資源の日 日曜日版

　　
毎月第１日曜日は

「やつしろ健康の日」
よく歩き ほどよく食べて
よく笑う

各種乳幼児健診はすべて 13:00 開始です。

旧八代市・坂本町の人は　◇八代市保健センター(八代保)☎32-7200 
千丁町・鏡町･東陽町･泉町の人は◆八代市鏡保健センター（鏡保）☎52-5277

ご確認ください♪

17:00～18:30 要予約
  八代保健所 ☎33-3229

　　
夜間エイズ無料検査

　　13:30～16:00 要予約
  八代保健所 ☎33-3229

毎週木曜 エイズ無料検査実施

夜間納税窓口  17:30～19:00

《問合せ先》八代市保健センター☎32-7200
                    八代市鏡保健センター☎52-5277

急病のときは
● 夜間急病
　八代市夜間急患センター☎31-6999 をご利用ください。
　（平山新町、国道3号沿い：中九州短期大学となり、八代市医師会立病院内）
　 診療科目：内科、小児科、外科、整形外科
　 診療時間：月曜から土曜の 19:00 ～ 22:00

★小児科は、日曜・祭日も診療を行います。 5月連休、年末年始は休診。

☎32-7200（八代市保健センター）
☎52-5277（八代市鏡保健センター）

こども発達相談
　子育てしていく上での困り感（言葉が出ない、
落ちつきがないなど）のある人は、ご相談くださ
い。必要に応じて、心理相談員が相談に応じます。

　　　3月 9日㈭　  9:00 ～ 12:00
　　　3月21日㈫　13:30 ～ 16:30
　　要予約：八代市保健センター☎32-7200

こころの健康相談
　眠れないなどストレスによるこころの不調やう
つ病などに悩んでいませんか。心理士による無料
のこころの健康相談を行います。

ご相談ください

● 小児救急電話相談　（19:00 ～ 24:00）
   お子様の急病には ＃8000 番（ダイヤル回線の場合
　☎096-364-9999）をご利用ください。

3月14日㈫・24日㈮　 14:00 ～ 16:00
要予約：八代保健所☎33-3229

精 神 保 健 相 談
　心の健康に関する相談（眠れない、意欲がないな
ど）や精神疾患（うつ病、統合失調症など）につい
て、精神科の専門医師による無料相談を行います。

2.高齢者の肺炎球菌感染症予防接種

1.麻しん風しん混合（2期）
下記の予防接種の期限は3月31日㈮

※八代市郡外で接種する場合、自己負担額が増える場合があります。
※生活保護世帯の対象者は、生活保護受給証明書持参で2450円ま

での自己負担額を市が負担します。

対象者①　市内に住民票があり下記に該当する人
　　　　　※該当者には予診票郵送済み
昭和 26 年 4 月 2 日生～昭和 27 年 4 月 1 日生
昭和 21 年 4 月 2 日生～昭和 22 年 4 月 1 日生
昭和 16 年 4 月 2 日生～昭和 17 年 4 月 1 日生
昭和 11 年 4 月 2 日生～昭和 12 年 4 月 1 日生
昭和 6 年 4 月 2 日生～昭和 7 年 4 月 1 日生
大正 15 年 4 月 2 日生～昭和　2 年 4 月 1 日生
大正 10 年 4 月 2 日生～大正 11 年 4 月 1 日生
大正 5 年 4 月 2 日生～大正 6 年 4 月 1 日生
対象者②　市内に住民票があり 60 ～ 64 歳で心

臓・腎臓・呼吸器などに障害がある人
（身体障害者手帳 1 級相当）

自己負担額　2,450 円

対象者　平成22年4月2日～平成23年4月1日生で
八代市に住民票がある人

※八代市郡の指定医療機関で接種する場合は無料です。

夜間納税窓口  
17:30～19:00

　　

　　
個別健康相談（要予約）
 育児:午前、成人:午後
＜八代保・鏡保健センター＞

　　
個別健康相談（要予約）
 育児:午前、成人:午後
＜八代保・鏡保健センター＞

　　個別健康相談（要予約）
 育児:午前、成人:午後
＜八代保・鏡保健センター＞

熊本県中央児童相談所
☎096-381-5010
八代児童相談所☎32-4426

　 出産養育の相談
出産や養育に不安がある
人はご相談ください。
平日 8：30 ～ 17：15

◇4ヵ月児健診（八代保）
H28.11/11 ～ 11/19生

◇3歳児健診
　（八代保）
H25.10/8 ～ 10/18生 ◇7ヵ月児健診（八代保）

H28.7/17 ～ 7/29生

◇4ヵ月児健診（八代保）
H28.10/25 ～ 11/10生

◇1歳6ヵ月児健診（八代保）
H27.8/11 ～ 8/19生

◇1歳6ヵ月児健診（八代保）
H27.7/24 ～ 7/30生

◇1歳6ヵ月児健診（八代保）
H27.7/31 ～ 8/10生

◆1歳6ヵ月児健診（鏡保）
H27.8/15 ～ 9/21生

◇7ヵ月児健診（八代保）
H28.8/13 ～ 8/22生

◇7ヵ月児健診（八代保）
H28.7/30 ～ 8/12生

◆7ヵ月児健診（鏡保）
H28.6/17 ～ 8/3生

◆4ヵ月児健診（鏡保）
H28.10/16 ～ 11/20生

熊本県女性相談センター
☎096-381-4340
月～土（祝日を除く）
9:00 ～ 20:00

妊娠とこころの相談
思いがけない妊娠で悩ん
だらご相談ください。

平成29年度健診のお知らせ
健診申し込みを受付して
います。お済でない人は
お急ぎください。
受付　8:30 ～ 17:00

〈八代保・鏡保健センター〉

◇離乳食教室 10:00～11:30
対象:1回食の乳児とその保護者

（要予約：八代保☎32-7200）

◇離乳食教室 10:00～11:30
対象:2回食以上の乳児とその保護者

（要予約：八代保☎32-7200）

□献　血
市役所鏡支所
9:30～12:00
13:00～15:30

◇2歳児歯科健診（八代保）
H26.12/9 ～ 12/23生

◇2歳児歯科健診（八代保）
H26.11/21 ～ 12/8生

♥妊婦さんへ思いやりを

思いやりある
心 遣 い をお願
いします。

右下のマタニティマー
クをつけている人は、
妊婦さんです。

「電車などで席を譲る」 
「タバコは控える」など、

受付　9:45～10:00
  ＜鏡保健センター＞

　　♦母子健康手帳交付

受付　9:45～10:00
  ＜鏡保健センター＞

　　
♦母子健康手帳交付

◇母子健康手帳交付
毎週火曜 受付 9:45 ～ 10:00
＜八代市保健センター＞

□献　血
県南広域本部
  9:30～12:00
熊本総合病院
13:30～16:00

□献　血　八代ホワイトパレス
10:00～11:30　12:40～16:00

♦3歳児健診（鏡保）
H25.8/25 ～ 10/10生

◆2歳児歯科健診（鏡保）
H26.10/18 ～ H27.1/2生

◇3歳児健診（八代保）
H25.11/2 ～ 11/12生

◇3歳児健診（八代保）
H25.10/19 ～ 11/1生
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番 号 土 地 面 積 価　　格
1-3-1 988㎡（約299坪） 33,416,000円
2-1 361㎡（約109坪） 11,428,000円
11-1 181㎡（約 55坪） 6,026,000円
12-1 852㎡（約258坪） 22,345,000円
19-1 767㎡（約232坪） 18,413,000円
54-2 300㎡（約 90坪） 7,816,000円
54-3 300㎡（約 90坪） 7,806,000円

番 号 土 地 面 積 価　　格
54-4 329㎡（約 99坪） 8,579,000円
57-1 262㎡（約 79坪） 6,812,000円
74-1 476㎡（約143坪） 12,097,000円

■先着順で随時販売
同一週内に応募者が重複した
場合は抽選。

●

●

【用途区域】
　第１種住居地域／第２種中高層
専用住宅地（建ぺい率 60％容積率
200％）

【校　　区】
　八千把小・八代四中（北部幹線
東側）、特別地区（北部幹線西側）、

（一部区域は松高小・八代一中も
可 ※要問合せ）

【市営上水道・下水道完備】
　上水道は敷地内引き込み工事が
別途必要

【区画道路幅員】
　６ｍ（電力など供給のため敷地
内に電柱が必要となる場合あり）

古閑中町宅地（保留地）分譲中
●八代都市計画事業
●八千把地区土地区画整理事業

保留地販売箇所位置図
セブンイレブン
八代古閑浜店

2-1
1-3-1

12-1
11-1

74-1

57-1

19-1

54-2 ～ 4

北
部
幹
線

八千把土地
区画整理事務所

Ｎ

■問合せ　都市整備課
　八千把地区土地区画整理事務所
　☎30-0822

宝
く
じ
助
成
事
業
で
大
還
公
民
館

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
備
品
を
整
備

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
健
全
な
発
展
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
に
よ
り
、通
町
町
内

会
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
備
品（
八
代
妙
見
祭
「
笠
鉾

西
王
母
」奉
納
に
か
か
る
衣
装
）が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

  

こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
は
、
宝
く
じ
社
会

貢
献
広
報
事
業
費
を
財
源
と
し
て
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
が
助
成
決
定
を
行
う
も
の
で
、
今
後
の
通
町
町

内
会
の
益
々
の
活
性
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

問
合
せ　

企
画
政
策
課
☎
33
４
１
０
４

市
の
対
応
方
針
が
決
定

　

市
で
は
、
市
が
行
う
行
政
活
動
を
評
価
す
る
行
政

評
価
制
度
に
基
づ
き
、
市
内
部
に
お
け
る
内
部
評
価

に
加
え
、
多
様
な
視
点
か
ら
多
く
の
事
務
事
業
に
つ

い
て
外
部
か
ら
の
評
価
を
い
た
だ
く
た
め
、
市
民
意

見
公
募
（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）
を
昨
年
９
月
14

日
か
ら
11
月
11
日
ま
で
実
施
し
ま
し
た
。（
対
象
は

平
成
27
年
度
の
事
務
事
業
）

　

こ
の
外
部
評
価
（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）
の
意

見
を
受
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
を
今
後
ど
の
よ
う

に
展
開
し
て
い
く
か
と
い
う
「
市
の
対
応
方
針
（
最

終
評
価
）」
を
決
定
し
ま
し
た
の
で
公
表
し
ま
す
。

市
の
対
応
方
針
の
結
果

　

▼
不
要
（
廃
止
）
０
件

　

▼
民
間
実
施　
　

０
件

　

▼
民
間
委
託
拡
大
・
市
民
協
働
等　

４
件

　

▼
要
改
善　
　
　

６
件

　

▼
現
行
ど
お
り　

６
件

　

▼
規
模
拡
充　
　

０
件

　
※
対
象
事
務
事
業
の
詳
細
な
内
容
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　
や
本
庁
仮
設
庁
舎
総
合
案
内
前
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

問
合
せ　

企
画
政
策
課
☎
33
４
１
０
４

募
　
　
集

平
成
29
年
度 

八
代
市
奨
学
生
募
集

応
募
資
格	　
本
人
ま
た
は
保
護
者
が
市
内
に
引
き

市
非
常
勤
職
員
任
用
試
験

納
税
相
談
員

職
種
・
任
用
予
定
数

　

納
税
相
談
員　

２
人

任
用
期
間　

4
月
1
日
～
平
成
30
年
3
月
31
日

　
　
　
　
　
※
勤
務
成
績
な
ど
に
よ
り
更
新
あ
り

受
験
資
格

　

①
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
有
し
、
私
有
車
で
勤

　
　
務
で
き
る
人

　

②
パ
ソ
コ
ン
で
文
字
入
力
操
作
が
で
き
る
人

申
込
期
限　

3
月
10
日
㈮

申
込
方
法　

納
税
課
で
配
付
し
て
い
る
申
込
書
に
必

　

要
事
項
を
記
入
し
、納
税
課
に
直
接
申
し
込
み
。申

　

込
書
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ　

納
税
課
☎
33
４
１
０
９

広　　告
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図 書 館 催し物案内（3月）
行　　　　　事 と　　　　き 内　　　　　容

えいご de おはなし会 4日㈯ 午前11時30分～ 語り手：マザーグース

おひざにだっこのおはなし会 14日㈫ 午前11時～ 語り手：図書館員

0・1・2 歳児向けおはなし会 9日㈭ 午前11時～
語り手：子羊文庫

幼児・小学生向けおはなし会 4・11・18・25日㈯ 午後3時～

図書館シネマ 12日㈰ 午後2時～ 上映「父の詫び状」

図書館講座「世界の美術館の名画を読む」15日㈬ 午前10時30分～ 講師：萱嶋 義邦 氏

毎月DVD 24日㈮ 午前10時30分～ 歴史・文学・芸術などさまざまなジャンルの DVD を上映

おはなしバイキング 5・12・19・26日㈰ 午前11時～ 語り手：図書館員

あかちゃん向けおはなし会（赤ちゃん広場）27日㈪ 午後2時30分～ 語り手：いないいないばぁの会

幼児・小学生向けおはなし会
4･11･25日㈯ 午前11時～ 語り手：図書館員

18日㈯ 午後 2時 30分～ 語り手：山猫軒

あかちゃん向けおはなし会（おはなしぴよぴよ）3･17日㈮ 午前11時～ 語り手：図書館員

幼児・小学生向けおはなし会 5日㈰ ･11･25日㈯ 午後2時～ 語り手：ぐるんぱ

どんかちゃんスペシャルおはなし会 4日㈯ 午前11時～ 語り手：図書館員

どんかちゃんおはなし会 18日㈯ 午前11時～ 語り手：図書館員

　施設点検休館日　市立図書館本館：22日㈬、せんちょう分館：14日㈫、かがみ分館 22日㈬

▶ 2 日㈭ 9:40 ひので保育園 10:15 金剛公民館 10:45 ま心苑　　　　  ▶ 3 日㈮ 9:40 高島団地 10:10 築添団地 10:45 八代中央クリニック
▶ 6 日㈪ 9:40 麦島公民館 10:15 植柳公民館 10:45 偕老苑　　　　　  ▶ 7 日㈫ 9:40 竹原県職住宅 10:10 日本製紙太田郷社宅 10:40 日本製紙日置社宅
▶ 8 日㈬ 13:15 日奈久小 14:00 南部市民センター 14:30 保寿寮　 　  ▶ 9 日㈭ 13:15 郡築小 14:05 八千把公民館 14:30 海士江西村ビル
▶ 13 日㈪ 13:25 二見小 14:10 二見公民館 14:55 光嶺保育園　　　　 ▶ 14 日㈫ 13:15 龍峯小 13:55 如見商店前 14:25 中次団地 

▶ 15 日㈬ 13:15 昭和小 14:00 郡築 12 番八協連 14:35 井揚団地　　 ▶ 16 日㈭ 13:15 八竜小 14:10 JA坂本 14:50 グリーンパーク
▶ 17 日㈮ 13:15 東陽小 14:05 河俣山村広場 14:40 東陽せせらぎ　　 ▶ 21 日㈫ 13:20 泉小中 14:00 泉支所 14:30 泉運動広場
▶ 23 日㈭ 9:40 流藻川団地 10:05 すずらん苑 10:40 きぼうの里たいよう　 ▶ 24 日㈮ 9:40 JR 西宮アパート 10:10 市立病院 10:40 老人ホーム楽寿
▶ 27 日㈪ 9:40 総合体育館 10:10 東中洲公園 10:40 あさひ園　 　　　　　　　 ▶ 28 日㈫ 9:40 鏡しらぬい保育園 10:15 鏡体育館 10:45 古閑出JA倉庫

図書資料の返却を忘れずに　▶図書の貸出期間は、借りた日を含めて15日間です。多くの人が利用できるよう、早めの返却をよろしくお願いします。
　　　　　　　　　　　　　▶施設点検日、開館前、閉館後の本の返却は返却ポストへお願いします。

市
立
図
書
館
本
館

か
が
み
分
館

移
動
図
書
館
巡
回
日
時

午前 9時 30 分～午後８時（土日祝午後７時）

問合せ　市立図書館本館☎32-3385　せんちょう分館☎46-1901　かがみ分館　☎52-5567

せ
ん
ち
ょ
う

　
　
　
分
館

　

続
き
3
年
以
上
居
住
し
、
経
済
的
理
由
の
た
め
就

　

学
が
困
難
で
次
に
該
当
す
る
人

　
・
高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
各
種
専
門
学
校
、

　
　

短
期
大
学
、
大
学
へ
進
学
す
る
人
、
も
し
く
は

　
　

在
学
中
の
人

　

・
同
種
の
奨
学
金
を
日
本
学
生
支
援
機
構（
日
本

　
　

育
英
会
）な
ど
か
ら
受
給
、借
用
し
て
い
な
い
人

提
出
書
類	

　

①
奨
学
資
金
貸
付
申
請
書
（
教
育
政
策
課
・
市
総

　
　

合
案
内
所
で
配
付
）

　

②
合
格
証
明
書
の
写
し
、
ま
た
は
在
学
証
明
書

　

③
世
帯
員
の
平
成
28
年
分
の
源
泉
徴
収
票
の
写
し
、

　
　

も
し
く
は
確
定
申
告
書
の
写
し
と
児
童
扶
養

　
　

手
当
・
児
童
手
当
な
ど
公
的
手
当
の
受
給
金

　
　

額
が
記
載
さ
れ
た
通
知
書
の
写
し

　

④
印
鑑
証
明
書（
保
護
者
と
連
帯
保
証
人
2
人
分
）

　

⑤
連
帯
保
証
人
の
納
税
証
明
書
（
所
得
割
納
税
ま

　
　

た
は
固
定
資
産
税
３
０
０
０
円
以
上
の
納
税
）

　

⑥
年
間
の
授
業
料
が
わ
か
る
資
料

受
付
期
間　

3
月
1
日
㈬
～
4
月
20
日
㈭

貸
付
額
（
月
額
）

　

■
高
校
・
高
専
（
1
～
3
年
）

　
　
　

国
公
立　

1
万
５
０
０
０
円
以
内

　
　
　

私　

立　

2
万
円
以
内

　

■
大
学
・
短
大
・
専
門
学
校
・
高
専
（
４
・
５
年
）

　
　

国
公
立　

3
万
円
以
内　

　
　

私　

立　

3
万
５
０
０
０
円
以
内

貸
付
利
息　

無
利
息

そ
の
他　

申
請
書
な
ど
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

申
込
み
・
問
合
せ　

教
育
政
策
課
☎
30
１
６
７
１

15-10

広　　告
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市
特
定
公
共
賃
貸
住
宅 

楠
住
宅

補
充
入
居
者
募
集

　

市
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
楠
住
宅
に
空
き
室
が
あ
る

た
め
、
補
充
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。
今
回
、
入
居

で
き
る
の
は
6
戸（
6
世
帯
）で
す
。
申
込
多
数
の
場

合
は
、
公
開
抽
選
で
入
居
者
を
決
定
し
ま
す
。

募
集
団
地
　
特
定
公
共
賃
貸
住
宅 

楠
住
宅

　
　
　
　
　
（
鏡
町
鏡
村
５
４
１
）

募
集
住
戸

　

・
3
Ｌ
Ｄ
Ｋ（
97
・
29
㎡
）
3
戸（
5
万
円
）

　

・
2
Ｄ
Ｋ（
58
・
61
㎡
）
3
戸（
3
万
5
千
円
）

　
※
別
途
、
共
益
費
2
０
０
０
円
と
駐
車
料
５
０
０
円
必
要

　
※
今
回
の
募
集
住
宅
は
、
中
堅
所
得
者
向
け
に
建
設
し
た

　
　
住
宅
で
あ
る
た
め
、
月
収
入
基
準
額
の
範
囲
が
あ
り
ま

　
　
す
。（
入
居
者
全
員
の
年
間
総
所
得
か
ら
控
除
を
引
い

　
　
て
12
で
割
っ
た
額
が
15
万
8
千
円
～
48
万
7
千
円
の
範

　
　
囲
）
詳
し
く
は
申
込
要
領
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間　

3
月
1
日
㈬
～
17
日
㈮

申
込
方
法　

本
庁
仮
設
庁
舎
西
棟
2
階
の
建
築
住
宅

課
ま
た
は
各
支
所
建
設
地
域
事
務
所
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
配
布
し
て
い
る
申
込
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
申
し
込
み
。

　
※
既
に
他
の
市
営
住
宅
に
申
し
込
み
を
し
て
い
る
人
も
可

申
込
・
問
合
せ　

建
築
住
宅
課
☎
33
４
１
２
２

　
　
　
　
　
　
　

各
支
所
建
設
地
域
事
務
所

博物館展示案内（3月）
問合せ 博物館☎34-5555

開館時間  午前9時～午後5時（入館は午後4時30分まで）
観 覧 料
▶20日㈷まで《特別展料金》一般400円（320円）、 高大生300円（240円）
▶22日㈬から《常設展料金》一般300円（240円）、 高大生200円（160円）
▶中学生以下無料、（　）内は20人以上の団体料金

特
別
展
示
室

◆冬季特別展覧会 
　「笠鉾大解剖２ ーこれぞ町印！本町本蝶蕪ー」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　開催中～ 3/20 ㈪
◆日本習字かきぞめ展示会　　　 3/25 ㈯・26 ㈰

常
設
展
示
室
 ・
第
二
常
設
展
示
室

◆考古 祈りのカタチ　　　　　　開催中～ 3/26 ㈰
◆八代城
　 瓦からわかる麦島城・八代城　開催中（通年）
◆古文書を読むⅤ
　 西山宗因の世界　　　  　　 開催中～ 3/26 ㈰
◆信仰のかたち
　 八代の仏像・仏具　　　　  開催中～ 3/26 ㈰
◆くまもとの金工
　 肥後鐔の魅力　　　　　　    　　　　　開催中～ 4/9 ㈰
◆八代焼Ⅳ
　香炉と文房具　　　　　　  開催中～ 4/2 ㈰
◆民俗 むかしの道具  　　  　 　開催中～ 3/26 ㈰
◆民俗 妙見祭笠鉾のヒミツ　 　開催中～ 3/26 ㈰
◆和紙 千代紙　　　　　　　 　開催中～ 3/26 ㈰
◆米作りの道具
　 お米はどうやってできるの？　開催中（通年）
◆松井文庫Ⅴ
　 お姫さまの婚礼道具　　　　 開催中～ 3/12 ㈰
◆新収蔵品展　　　　 　　　　 3/14 ㈫～ 4/16 ㈰

《博物館特別展示室利用申し込みのご案内》
　博物館では、特別展示室を市民の皆さんに文化活動
の発表の場として提供しています。絵画、彫刻、写真、
工芸、書道など、作品展示の会場として利用できます。
ただし、有料です。
　平成29年度後期（10月１日～平成30年３月31日）
の利用申し込みは、４月１日から博物館の事務所で受
け付けます。詳しくは、博物館ホームページの「ご利
用案内」をご覧いただくか、直接博物館へお問い合わ
せください。

3月の休館日　6日㈪、13日㈪、21日㈫、27日㈪

博物館ホームページ
http://www.city.yatsushiro.kumamoto.jp/museum/

九
州
国
際
ス
リ
ー
デ
ー
マ
ー
チ 

参
加
者
募
集

と
　
き　

５
月
12
日
㈮
～
14
日
㈰　
※
雨
天
決
行

と
こ
ろ　

球
磨
川
河
川
緑
地

事
前
申
込　

受
付
中
～
4
月
14
日
㈮

　
　
　
　
　
※
要
参
加
費

そ
の
他
　
コ
ー
ス
や
参
加
費
な
ど
の
詳
細
は
、
ホ
ー

　
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

I http://3day.yatsushiro.jp/

問
合
せ　

九
州
国
際
ス
リ
ー
デ
ー
マ
ー
チ
実
行
委
員

　

会（
観
光
振
興
課
内
）☎
33
４
１
３
２

菜
の
花
ウ
ォ
ー
ク 

参
加
者
募
集

と
　
き　

3
月
20
日
㈷　
※
雨
天
決
行

集
合
場
所　

市
農
事
研
修
セ
ン
タ
ー

コ
ー
ス　

新
幹
線
コ
ー
ス
７
km

　
　
　
　

フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ー
ス
３
km

申
込
期
限　

3
月
13
日
㈪

問
合
せ　

参
加
費
な
ど
の
詳
細
は
、
菜
の
花
ウ
ォ
ー

　

ク
in
や
つ
し
ろ
事
務
局（
岡
）ま
で
お
問
い
合
わ
せ

　

く
だ
さ
い
☎
52
０
９
６
５

↖

県
シ
ル
バ
ー
ス
ポ
ー
ツ
交
流
大
会

　

熊
本
さ
わ
や
か
長
寿
財
団
で
は
、高
齢
者
の
健
康
・

生
き
が
い
づ
く
り
を
目
的
に
、
第
29
回
熊
本
県
シ
ル

バ
ー
ス
ポ
ー
ツ
交
流
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

競
技
種
目　

ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
、
テ
ニ
ス
、
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、

ペ
タ
ン
ク
、ゴ
ル
フ
、健
康
マ
ラ
ソ
ン
な
ど
16
種
目

医療法人社団　優林会 

広　　告
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講
　
演  

・  

講
　
座

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

　

聴
覚
に
障
が
い
の
あ
る
人
の
社
会
参
加
と
自
立
を

支
援
す
る
手
話
奉
仕
員
を
養
成
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
講
座
で
す
。

　

手
話
を
修
得
し
、
今
後
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
興

味
が
あ
る
人
で
、
次
の
入
門
・
基
礎
課
程
の
両
方
を

受
講
で
き
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

と
　
き　

毎
週
木
曜
日　

午
後
7
時
～
9
時

　
　
　
　
（
祝
日
、
年
末
年
始
は
原
則
休
講
）

《
入
門
課
程
》（
全
18
回
）

　

4
月
６
日
㈭
～
8
月
10
日
㈭

《
基
礎
課
程
》（
全
28
回
）

　

9
月
7
日
㈭
～
平
成
30
年
3
月
29
日
㈭

と
こ
ろ　

代
陽
公
民
館

費
　
用　

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
別
途
）

定
　
員　

先
着
順
40
人

申
込
み　

障
が
い
者
支
援
課
ま
た
は
各
支
所
健
康
福

　

祉
地
域
事
務
所
に
あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

　

入
の
上
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
電
話
予
約
も
可

　

能
で
す
。

申
込
期
限　

3
月
31
日
㈮

問
合
せ　

障
が
い
者
支
援
課
☎
35
０
２
９
４

と
　
き　

4
月
14
日
㈮
～
5
月
16
日
㈫

と
こ
ろ　

県
民
総
合
運
動
公
園　

他
４
会
場

参
加
資
格　

県
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
人
（
昭
和
33

年
４
月
１
日
以
前
生
ま
れ
）

　
※
健
康
マ
ラ
ソ
ン
女
子
は
50
代
も
参
加
可

参
加
費　

個
人
競
技
は
１
人
１
０
０
０
円
（
団
体
競

技
は
種
目
に
よ
り
金
額
が
異
な
り
ま
す
）

募
集
期
間　

3
月
1
日
㈬
～
31
日
㈮

申
込
み
・
問
合
せ　

市
長
寿
支
援
課
に
置
い
て
あ
る

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
熊
本

さ
わ
や
か
長
寿
財
団
へ
申
し
込
み
。

　

☎
０
９
６（
３
５
４
）３
０
８
３

フ
レ
ン
ド
リ
ー
や
つ
し
ろ

自
主
ク
ラ
ブ 

受
講
生
補
充
募
集

と
こ
ろ　

フ
レ
ン
ド
リ
ー
や
つ
し
ろ（
例
外
を
除
く
）

平成29年度 フレンドリーやつしろ自主クラブ
曜 クラブ名 開催する週 募集

人数 時　間

月
曜

魅惑のベリーダンス 第 1・2・3 10
19：00～21：00

和の布小物（パッチワーク）第 2・4 5

火
曜

マナコフラワーデザイン
（アレンジフラワー） 第 2・4 10 10：00～12：00

絵手紙 第 2・4 5 13：00～15：00
パステル画 第 1・3 5

14：00～16：00
日本画入門 第 2・4 2
三味線 第 1・3 5
レイ ピカケ フラスタジオ

（フラダンス・初心者歓迎） 第 1・2・3 10

華道池坊 第 1・3 5 19：00～21：00

ヨーガ 第 1・2・3 5 19：00～21：00
（総合体育館）

水
曜

ハッピーダンス（初心者歓迎）第 1・2・3 10 13：30～15：30
ゆかいなカラオケ 第 1・3 10 14：00～16：00
アレンジフラワー 第 1・3 5

19：00～21：00
男性のカラオケ 第 2・４ 10

木
曜

日本舞踊（初心者歓迎） 第 1・2・3 5 10：00～12：00
アフリカンダンス 第 1・2・3 10 13：00～14：00
大正琴（初心者歓迎） 第 2・４ 10 13：30～16：00
茶道表千家 第 1・2・3 5 19：00～21：00

バドミントン（18 歳以上）毎週 10 20：00～22：00
（総合体育館）

金
曜 おし花 第 2・4 5 14：00～16：00

土
曜 Seibun 中国語教室 第 1・3 10 10：00～12：00

※各クラブごとに受講料が異なります。お問合せください。

市
民
農
園
入
園
者
募
集

　

農
業
従
事
者
以
外
の
営
利
を
目
的
と
し
な
い
人

で
、
野
菜
や
花
な
ど
を
栽
培
し
た
い
人
に
農
園
を
貸

し
出
し
ま
す
。

と
こ
ろ　

鏡
さ
わ
や
か
農
園（
鏡
町
内
田
９
７
６-

１
）

貸
出
区
画　

１
区
画
あ
た
り
33
㎡

付
帯
施
設　

休
憩
所
、
水
道
、
ト
イ
レ
、
堆
肥
場

使
用
料　

１
区
画
あ
た
り
年
間
５
０
０
０
円

申
込
期
間　

3
月
1
日
㈬
～
14
日
㈫

申
込
方
法　

鏡
農
林
水
産
地
域
事
務
所
に
備
え
付
け

　

の
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
提
出
。

申
込
み
・
問
合
せ　

鏡
農
林
水
産
地
域
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　
　
（
鏡
支
所
内
）☎
52
７
８
４
２

申
込
み　

来
館
ま
た
は
電
話
申
し
込
み

　
　
　
　
（
定
員
に
な
り
次
第
終
了
）

　
　
　
　
※
託
児
無
料（
満
2
歳
か
ら
就
学
前
6
歳
ま
で
）。

　
　
　
　
　
受
付
時
に
申
し
込
み
。

　
　
　
　

※
今
回
の
補
充
募
集
は
、
4
月
か
ら
の
入
会
と

　
　
　
　
　
な
り
ま
す
。

問
合
せ　

フ
レ
ン
ド
リ
ー
や
つ
し
ろ
☎
35
６
４
６
０

15-10

広　　告
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サ
ン
ラ
イ
フ
八
代
主
催 

講
座
生
募
集

と
こ
ろ　

サ
ン
ラ
イ
フ
八
代　

体
育
室

内
　
容　

下
表
の
と
お
り

　
　
　
　

※
定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
、
講
座
を
中
止
す

　
　
　
　
　
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

申
込
み　

3
月
5
日
㈰
の
午
前
8
時
30
分
か
ら
サ
ン

　

ラ
イ
フ
八
代
に
て
、
先
着
順
で
受
け
付
け
を
開
始

　

し
ま
す
。（
整
理
券
配
布
は
午
前
8
時
～
）
市
外

　

の
人
は
6
日
㈪
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。
受
講
料
1

 
カ
月
分
は
初
回
講
座
で
徴
収
。

そ
の
他　

電
話
申
し
込
み
不
可
。
申
込
時
に
は
各
自

　

ス
リ
ッ
パ
を
持
参
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

サ
ン
ラ
イ
フ
八
代
☎
32
７
１
７
１

平成29年度 サンライフ主催講座生募集
主催講座

曜 講　座　名 開催する週 定数 時　間 受講料
（月額）

月
曜

パッチワーク 第 1・3 20 10：00～12：00 ＊1,000 円

水彩画 第 1・3 20 10：00～12：00 1,000 円

さげもん（つるし飾り） 第 1・3 20 13：30～15：30 ＊1,000 円

骨盤体操 第 1・3・4 30 13：30～15：30 1,500 円

火
曜

デジカメ 第 1・3 20 10：00～12：00 1,000 円

パンとお菓子 第 1・3 20 13：00～15：30 ＊1,000 円

はがき絵 第 2・4 20 13：30～15：30 1,000 円

すこやか体操 第1・2・3・4 40 10：00～12：00 2,000 円

水
曜

料理 第 2・4 20 9：30～12：00 ＊1,000 円

実用書道 第 1・3 25 13：30～15：30 1,000 円
木
曜 クノンボール体操 第 2・4 20 10：30～12：00 1,000 円

金
曜

楽しいお手玉 第 2 20 10：00～12：00 500 円

着物着付け 第 1・2・3 30 13：30～15：30 1,500 円

社交ダンス 第1・2・3・4 40 10：00～12：00 2,000 円

土
曜

ペン習字 第 1・3 25 13：00～15：00 1,000 円

ヘルシー和食 第 1・3 20 9：30～12：00 ＊1,000 円

フラワーアレンジメント 第 2・4 20 10：00～12：00 ＊1,000 円

囲碁 第 2・3・4 30 13：30～15：30 1,500 円
子供パンとお菓子作り
※小学 3 年生以上 第 1 20 14：00～16：00 ＊500 円

期間　4月～翌年3月
＊は別途材料費有

身
近
な
相
談
員
育
成
セ
ミ
ナ
ー

　

悪
質
商
法
や
オ
レ
オ
レ
詐
欺
な
ど
の
被
害
か
ら
、

地
域
の
高
齢
者
や
障
が
い
者
を
守
る
に
は
、
周
り
の

人
の
見
守
り
が
重
要
に
な
り
ま
す
。
こ
の
セ
ミ
ナ
ー

は
見
守
り
に
お
け
る
「
気
づ
き
」、「
信
頼
関
係
構
築
」

の
ポ
イ
ン
ト
や
相
談
機
関
へ
の
つ
な
ぎ
方
な
ど
を
紹

介
し
ま
す
。

■
第
１
回

と
　
き　

３
月
８
日
㈬　

午
後
２
時
～
４
時

と
こ
ろ　

本
庁
仮
設
庁
舎 

東
棟 

21
号
会
議
室

内
　
容　
「
身
近
な
相
談
員
と
は
」

　
　
　
　
「
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
役
割
」

　
　
　
　
「
食
の
安
全
と
食
品
表
示
に
つ
い
て
」

サ
ン
ラ
イ
フ
八
代 

短
期
講
座
生
募
集

■
や
さ
し
い
料
理
講
座

　

初
心
者
向
け
の
基
本
的
な
料
理
講
座
。
季
節
の
料

理
や
自
分
が
覚
え
た
い
と
思
う
料
理
を
教
え
ま
す
。

と
　
き　

4
月
11
日
㈫
～
9
月
26
日
㈫
の
第
2
・
4

　

火
曜
日
（
全
12
回
）　

午
前
9
時
30
分
～
正
午

定
　
員　

20
人

費
　
用　

３
０
０
０
円
（
6
回
分
）

　
　
　
　

別
途
材
料
費
６
０
０
円
／
回
程
度

■
中
高
年
！
初
心
者
パ
ソ
コ
ン
活
用
講
座

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

～
Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ 

ワ
ー
ド
～

　

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
や
Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
の
基
礎
、
表

作
成
、画
像
挿
入
を
学
習
し
ま
す
。（
パ
ソ
コ
ン
持
参
）

※
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
７
・
８
・
10
に
限
定
し
ま
す
。

と
　
き　

4
月
24
日
㈪
～
28
日
㈮
（
全
5
回
）

　

午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

定
　
員　

15
人

費
　
用　

３
５
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
込
み
）

そ
の
他　

申
込
時
に
ワ
ー
ド
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
を
確
認

　

す
る
た
め
、
パ
ソ
コ
ン
を
持
参
く
だ
さ
い
。

■
健
康
維
持
体
操
講
座

　

日
頃
動
か
さ
な
い
身
体
を
動
か
し
て
、
無
理
な
く

楽
し
く
健
康
体
操
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
　
き　

4
月
11
日
㈫
～
9
月
26
日
㈫
の
毎
週
火
曜

　

日
（
全
24
回
）　

午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

定
　
員　

20
人

費
　
用　

２
０
０
０
円
（
4
回
分
）

　
　
　
　

受
講
料
は
毎
月
徴
収

共
通
申
込
み　

3
月
２
日
㈭
の
午
前
9
時
か
ら
サ
ン

　

ラ
イ
フ
八
代
で
受
け
付
け
を
開
始
し
ま
す
。
費
用

　

を
添
え
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
電
話
申
し
込
み

　

不
可

問
合
せ　

サ
ン
ラ
イ
フ
八
代
☎
32
７
１
７
１

↖

広　　告
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イ
ベ
ン
ト

■
第
２
回

と
　
き　

３
月
15
日
㈬　

午
後
２
時
～
４
時

と
こ
ろ　

本
庁
仮
設
庁
舎 

東
棟 

 21
号
会
議
室

内
　
容　
「
最
新
の
消
費
生
活
相
談
の
事
例 

等
」

　
　
　
　
「
明
日
か
ら
使
え
る
セ
ラ
ピ
ス
ト
の
技
法
」

申
込
期
限　

３
月
３
日
㈮

申
込
み
・
問
合
せ　

市
民
活
動
政
策
課

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
33
４
４
８
２

簡易裁判所の手続きメニュー

【民事トラブルを簡易迅速な
 　解決に導く４つの手続きメニュー】
　簡易裁判所は、全国に 438 庁設置
されている、最もアクセスしやすい裁
判所です。
　少額で軽微な紛争を簡易・迅速に
解決したり、手続き案内を実施して
います。

【通常訴訟手続】　原則として 140 万
　円までの請求について、判決による
　終局的な解決を図る手続き。

【少額訴訟手続】　60 万円までの金銭
　の請求に限り、原則として 1 回の
　審理で終了する訴訟手続き。

【民事調停手続】　調停委員会が当事者
　双方の言い分を聴き、話し合いによ
　る解決を図る手続き。

【支払督促手続】　金銭などの支払いを
　求める請求について、裁判所へ出頭
　することなく、書類の審査のみで迅
　速に解決を図る手続き。

　　　問合せ　熊本地方裁判所
　　　　　　　☎ 096（325）2121

い
の
ち
の
電
話
相
談
員 

募
集
説
明
会

　

い
の
ち
の
電
話
活
動
の
歴
史
、
電
話
相
談
員
に
な

る
た
め
の
養
成
講
座
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

と
　
き　

3
月
10
日
㈮
～
12
日
㈰

　
　
　
　

①
午
後
1
時
30
分
～　

②
午
後
3
時
～

　
　
　
　
※
各
回
45
分
程
度

と
こ
ろ　

熊
本
市
民
会
館

定
　
員　

各
回
15
人

申
込
方
法　

希
望
日
時
を
電
話
連
絡

申
込
み
・
問
合
せ　

熊
本
い
の
ち
の
電
話
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
０
９
６（
３
５
４
）４
３
４
３

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
と
は
、
認
知
症
に
つ
い

て
正
し
く
理
解
し
、
偏
見
を
持
た
ず
に
認
知
症
の
人

や
家
族
を
温
か
く
見
守
る
応
援
者
と
し
て
、
自
分
の

で
き
る
範
囲
で
活
動
し
ま
す
。

　

認
知
症
の
症
状
や
診
断
、
予
防
、
接
し
方
な
ど
、

基
本
的
な
こ
と
を
分
か
り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。

と
　
き　

3
月
17
日
㈮　

午
後
２
時
～
3
時
30
分

と
こ
ろ　

八
代
公
民
館 

和
室

定
　
員　

30
人
程
度
（
要
申
込
み
）

費
　
用　

無
料

そ
の
他　

受
講
者
に
は
、テ
キ
ス
ト
と
サ
ポ
ー
タ
ー

　

の
証
で
あ
る
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
を
お
渡
し
し
ま
す
。

申
込
み
・
問
合
せ

　

市
第
4
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー 

し
お
か
ぜ

　

☎
37
３
３
３
７　

長
寿
支
援
課
☎
33
４
４
３
６

厚
生
会
館
ホ
ワ
イ
エ
コ
ン
サ
ー
ト

■
太
田
郷
小
学
校
音
楽
部
コ
ン
サ
ー
ト

と
　
き　

3
月
12
日
㈰　

午
後
1
時
～

と
こ
ろ　

厚
生
会
館
ホ
ワ
イ
エ

入
場
料　

無
料

　
　
　
　
※
出
演
者
、随
時
募
集
。プ
ロ
・
ア
マ
問
い
ま
せ
ん
。

問
合
せ　

厚
生
会
館
☎
32
３
１
９
６

パ
ト
リ
ア
千
丁

ホ
ワ
イ
エ
ラ
イ
ブ
「
en
」

■
ナ
ミ
・
ベ
リ
ー
ダ
ン
ス
ス
タ
ジ
オ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
ベ
リ
ー
ダ
ン
ス
ナ
イ
ト
」

と
　
き　

3
月
11
日
㈯　

午
後
6
時
30
分
～

■
女
子
小
学
生
く
ま
も
と
応
援
バ
ン
ド

　
　
　
　
　
　
　  「
Ｂ
ｏ
ｏ
ｋ 

Ｂ
ｅ
ａ
ｒ
ラ
イ
ブ
」

と
　
き　

3
月
12
日
㈰　

午
後
3
時
～

《
共
通
事
項
》

と
こ
ろ　

千
丁
文
化
セ
ン
タ
ー
ホ
ワ
イ
エ

入
場
料　

無
料

問
合
せ　

千
丁
文
化
セ
ン
タ
ー
☎
46
１
８
８
８

防
火
ポ
ス
タ
ー
展
を
開
催

　

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動
期
間
中
に
、
八
代
市
郡

の
小
学
５
年
生
が
作
成
し
た
防
火
ポ
ス
タ
ー
と
、
幼

年
消
防
ク
ラ
ブ
の
紹
介
ポ
ス
タ
ー
を
展
示
し
ま
す
。

と
　
き　

３
月
３
日
㈮
～
5
日
㈰

と
こ
ろ　

ゆ
め
タ
ウ
ン
八
代

問
合
せ　

八
代
広
域
行
政
事
務
組
合
☎
32
９
２
２
７

広　　告
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ごみ非常事態宣言継続中

問合せ　廃棄物対策課☎34-1997

期　　間 燃えるごみの
収集量

1人1日当たりの
燃えるごみの量

H28年1月 1,485ｔ 461ｇ
H29年1月 1,533ｔ 478ｇ
比　　較 48ｔ 17ｇ

期 間（12ヶ月）燃えるごみの
収集量

1人1日当たりの
燃えるごみの量

H21年 8月～22年 7月 19,127ｔ 490ｇ
H28年 2月～29年 1月 16,907ｔ 447ｇ
比　　較 －2,220ｔ － 43ｇ

家庭ごみ収集量の前年比較  （人口変動あり）

家庭ごみ収集量の「ごみ非常事態宣言前」との比較

さ
く
ら
ん
ぼ
の
会

　

若
年
性
認
知
症
の
人
を
介
護
し
て
い
る
家
族
同

士
で
、
日
々
の
不
安
や
心
配
事
な
ど
を
1
人
で
悩

ま
な
い
・
抱
え
込
ま
な
い
で
、
気
軽
に
話
し
ま
せ

ん
か
。

平
成
28
年
度 

肝
炎
サ
ロ
ン

　

肝
炎
サ
ロ
ン
は
、
肝
炎
患
者
や
そ
の
家
族
な
ど
、

肝
炎
に
関
心
の
あ
る
人
の
た
め
の
情
報
交
換
の
場
で

す
。
肝
臓
の
病
気
に
対
す
る
疑
問
や
治
療
に
関
す
る

不
安
や
悩
み
な
ど
、
ゆ
っ
く
り
語
り
合
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。

と
　
き　

３
月
9
日
㈭　

午
後
１
時
30
分
～
4
時

と
こ
ろ　

熊
本
労
災
病
院 

中
央
診
療
棟
5
階
会
議
室

八
代
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

【
高
齢
者
相
談
コ
ー
ナ
ー
】

と
　
き　

３
月
８
日
㈬
・
22
日
㈬

　
　
　
　

午
前
9
時
30
分
～
午
後
4
時

と
こ
ろ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
八
代

【
市
内
の
空
き
家
・
空
き
地
を
管
理
し
ま
す
】

基
本
サ
ー
ビ
ス　

７
０
０
円
（
税
込
）

内
　
容　

・
月
１
回
の
現
地
巡
回
と
報
告

・
近
隣
か
ら
の
苦
情
な
ど
の
初
期
対
応

・
不
法
侵
入
者
の
通
報
と
報
告

・
必
要
時
、
専
門
業
者
の
紹
介

・
そ
の
他
オ
プ
シ
ョ
ン
あ
り

問
合
せ　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
☎
33
２
７
１
１

相
　
　
談

震
災
に
よ
る
こ
こ
ろ
の
悩
み
を

ご
相
談
く
だ
さ
い

　

熊
本
地
震
で
は
、
こ
れ
ま
で

に
な
い
大
き
な
揺
れ
を
経
験

し
、
深
刻
な
被
害
を
受
け
、
誰

も
が
傷
つ
き
戸
惑
い
途
方
に
暮

れ
ま
し
た
。

　

被
災
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
気
持
ち
に
寄
り
添
っ
て
い

け
る
よ
う
、県
は
「
熊
本
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
」

を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

少
し
話
す
だ
け
で
気
持
ち
が
軽
く
な
っ
た
り
、

ち
ょ
っ
と
安
心
し
た
気
分
に
な
っ
た
り
し
ま
す
。
お

電
話
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ　

熊
本
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

☎
０
９
６（
３
８
５
）３
２
２
２

費
　
用　

無
料
（
事
前
申
込
不
要
）

問
合
せ　

県
健
康
危
機
管
理
課

　
　
　
　

☎
０
９
６（
３
３
３
）２
７
８
３

県
環
境
セ
ン
タ
ー
開
催
イ
ベ
ン
ト

■
「
環
境
セ
ン
タ
ー 

春
の
野
の
花
」
展

　

普
段
な
か
な
か
意
識
し
な
い
だ
け
で
、春
に
な
る
と

身
近
な
場
所
に
さ
ま
ざ
ま
な
草
花
が
顔
を
出
し
ま
す
。

　

環
境
セ
ン
タ
ー
の
敷
地
や
そ
の
周
辺
に
も
た
く
さ

ん
の
種
類
の
花
が
あ
り
ま
す
。環
境
セ
ン
タ
ー
で
は
、

そ
ん
な
野
の
花
の
写
真
約
40
点
を
展
示
し
ま
す
。

と
　
き　

3
月
5
日
㈰
～
4
月
23
日
㈰

　
　
　
　

午
前
9
時
～
午
後
5
時

　
　
　
　
（
入
館
は
午
後
4
時
30
分
ま
で
）

　
　
　
　
※
祝
日
を
除
く
毎
週
月
曜
日
は
休
館

　
　
　
　
※
3
月
21
日
㈫
休
館

と
こ
ろ　

県
環
境
セ
ン
タ
ー（
水
俣
市
明
神
町
55-

1
）

■
春
の
こ
ど
も
ま
つ
り

　

リ
・
グ
ラ
ス
ア
ー
ト
や
化
石
レ
プ
リ
カ
作
り
、
竹

箸
作
り
な
ど
の
体
験
を
通
し
て
、
環
境
に
つ
い
て
楽

し
く
学
ぶ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　

双
眼
鏡
や
環
境
に
優
し
い
エ
コ
グ
ッ
ズ
な
ど
が
当

た
る
抽
選
会
も
行
い
ま
す
。

と
　
き　

3
月
20
日
㈷ 

午
前
10
時
～
午
後
3
時
30
分

と
こ
ろ　

県
環
境
セ
ン
タ
ー

費
　
用　

無
料
（
事
前
申
込
不
要
）

問
合
せ　

県
環
境
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

☎
０
９
６
６（
６
２
）２
０
０
０

と
　
き　

3
月
18
日
㈯　

午
後
1
時
30
分
～

と
こ
ろ　

平
成
病
院
デ
イ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

定
　
員　

30
人
程
度

費
　
用　

無
料

申
込
期
限　

３
月
16
日
㈭

申
込
み　

平
成
病
院
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
に

　

申
し
込
み
☎
32
８
１
７
１

問
合
せ　

長
寿
支
援
課
☎
33
４
４
３
６

広　　告
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2
月
11
日
、
第
15
回
城
下
町
「
や
つ
し
ろ
」

の
お
雛
祭
り
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が

本
町
2
丁
目
イ
ベ
ン
ト
広
場
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

白
百
合
学
園
高
等
学
校
箏
曲
部
や
第
一
中
学

校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
、
夕
葉
保
育
園
園
児
の
太

鼓
演
奏
な
ど
が
あ
り
、
多
く
の
親
子
連
れ
で
賑

わ
い
ま
し
た
。

　

3
月
5
日
ま
で
の
お
雛
祭
り
期
間
中
、本
町
・

通
町
商
店
街
の
ひ
な
人
形
の
展
示
や
雛
小
物
の

販
売
な
ど
を
は
じ
め
、
松
浜
軒
で
は
江
戸
時
代

か
ら
伝
わ
る
雛
人
形
の
展
示
や
市
立
博
物
館
で

は
旧
八
代
城
主
松
井
家
に
伝
承
し
た
華
麗
な
る

婚
礼
道
具
の
展
示
な
ど
た
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
同
期
間
中
、
日
奈
久
温
泉
街
で
は
第

8
回
ひ
な
ぐ
雛
祭
り
も
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

文
化
財
防
火
デ
ー
の
1
月
26
日
、
ユ
ネ
ス
コ

無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
八
代
妙
見
祭
の

出
し
物
の
一
つ
で
あ
る
「
笠
鉾　

迦か
り
ょ
う
び
ん
が

陵
頻
伽
」

の
収
蔵
庫
で
防
火
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

訓
練
に
は
、
地
元
住
民
や
消
防
団
、
消
防
署

な
ど
約
40
人
が
参
加
。
収
蔵
庫
横
の
公
園
で
出

火
し
た
と
の
想
定
で
始
ま
り
、
住
民
の
手
に

よ
っ
て
笠
鉾
の
部
材
の
収
納
箱
に
見
立
て
た
段

ボ
ー
ル
箱
を
搬
出
し
た
後
、
消
防
署
と
消
防
団

に
よ
る
放
水
訓
練
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、１
１
９
番
通
報
訓
練
や
消
火
器
の
取
り

扱
い
訓
練
も
行
わ
れ
、参
加
者
は
通
報
の
要
領
と

消
火
器
の
操
作
ポ
イ
ン
ト
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

迦
陵
頻
伽
保
存
会
の
小
林
信
介
会
長
は
、「
ユ

ネ
ス
コ
に
も
登
録
さ
れ
た
の
で
、ま
す
ま
す
火
災

や
災
害
に
気
を
配
り
、文
化
財
と
し
て
保
存
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」と
話
し
ま
し
た
。

　

1
月
25
日
、
中
村
博
生
市
長
が
県
庁
を
訪

れ
、「
や
つ
し
ろ
物
流
拠
点
構
想
」
の
早
期
策

定
を
願
う
要
望
書
を
蒲
島
郁
夫
知
事
に
手
渡

し
ま
し
た
。

　

同
構
想
は
、
昨
年
の
12
月
県
議
会
で
議
決
さ

れ
た
「
熊
本
復
旧
・
復
興
４
カ
年
戦
略
」
に
お

い
て
具
体
化
に
向
け
た
検
討
を
進
め
る
と
記
載

さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
交
通
結
節
点
と
し

て
の
機
能
が
高
ま
る
八
代
地
域
の
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
を
最
大
限
に
活
か
し
、
南
九
州
の
物
流
拠
点

化
に
向
け
、
期
待
が
高
ま
る
も
の
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

中
村
市
長
は
「
本
市
で
は
物
流
機
能
の
強
化

に
よ
る
地
域
振
興
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
本
市

も
で
き
る
限
り
の
協
力
を
行
う
の
で
、
震
災
復

興
の
一
助
の
た
め
に
も
早
期
策
定
を
お
願
い
し

た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
2
月
3
日
、
冬
季
特
別
展
覧
会
「
笠
鉾
大
解

剖
2　

こ
れ
ぞ
町
印
！
本
町
本
蝶
蕪
」
の
開
会

式
が
博
物
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、「
八
代
妙
見
祭
の
神
幸
行
事
」
の

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
登
録
を
記
念
し
て
、

笠
鉾
本
蝶
蕪
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た
展
覧
会
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

9
基
あ
る
笠
鉾
の
中
で
唯
一
、本
町
の
笠
鉾

だ
け
は
城
下
の
中
心
町
で
あ
る
と
い
う
誇
り
を

強
く
持
ち
、町
の
名
前
を
記
し
た
「
町ま

ち
じ
る
し印
」に
こ

だ
わ
っ
た
笠
鉾
で
「
町ち

ょ
う
」を
「
蝶ち

ょ
う
」に
か
け
、全

体
を
蝶
の
モ
チ
ー
フ
で
統
一
し
た
洗
練
さ
れ
た

デ
ザ
イ
ン
の
笠
鉾
と
な
っ
て
い
ま
す
。本
展
で

は
、内
部
構
造
の
ヒ
ミ
ツ
と
蝶
を
モ
チ
ー
フ
と

し
た
鮮
や
か
な
装
飾
、こ
れ
ま
で
受
け
継
い
で

き
た
町
の
人
々
の
思
い
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
展
覧
会
は
3
月
20
日
ま
で
行
わ
れ
ま
す
。

▲元気いっぱい演奏する夕葉保育園の園児たち

　　▲蒲島郁夫県知事（右）に要望書を手渡した中村博生市長（左）

▲ 笠鉾の部材に見立てた段ボール箱を搬出する地元住民

八代のまちは雛祭り一色
第15回城下町「やつしろ」のお雛祭り

「やつしろ物流拠点構想」
早期策定に対する県への要望

火災から重要文化財を守る
文化財防火デー

冬季特別展覧会
「笠鉾大解剖2　これぞ町印！本町本蝶蕪」

Town
   opics

笑顔 de あいさつ 　　しあわせ発信！八代市

の だいわま ち
Town
   opics

笑顔 de あいさつ 　　しあわせ発信！八代市

の だいわま ち

▲公開初日、博物館学芸員の解説に耳を傾ける開会式の関係者
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市ホームページの「まちのわだい」は他の話題も掲載（随時更新中） 笑顔 de あいさつ 　　しあわせ発信！八代市笑顔 de あいさつ 　　しあわせ発信！八代市

ごみ一つない美しい球磨川にしよう
くま川ごみゼロポスターコンクール表彰式

食への関心が高まりました
食育体験スクールが閉校

環境問題やごみ問題、食育に取り組む
もったいなか講演会・シンポジウム

明るい選挙啓発ポスターコンクール
岩本唯香さんが特別賞

永年の功績を称えて
厚生労働大臣表彰伝達式

▲今回、出席した入賞者全員と記念撮影▲計量もおいしく作るための重要な工程▲吉田俊道さんの講演会

▲特別賞を受賞した作品▲表彰状を手にする太田家秀代さん（左）
　
「
平
成
28
年
度
明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー

ル
」の
全
国
審
査
で
特
別
賞
を
受
賞
し
た
太
田
郷
小
6
年

の
岩
本
唯ゆ

い
か香
さ
ん
が
、1
月
23
日
、市
役
所
鏡
支
所
を
訪

れ
、中
村
博
生
市
長
に
受
賞
の
報
告
を
し
ま
し
た
。

　

同
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
明
る
く
正
し
い
選
挙
の
実
現
を

呼
び
か
け
る
印
象
的
な
ポ
ス
タ
ー
を
、
将
来
の
有
権
者

と
な
る
児
童･

生
徒
に
描
い
て
も
ら
い
、
選
挙
や
政
治

に
対
す
る
意
識
の
向
上
を
目
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

岩
本
さ
ん
の
作
品
は
、
大
勢
の
人
々
が
投
票
に
行
く

様
子
を
描
い
て
お
り
、
一
人
の
一
票
は
と
て
も
意
味
の

あ
る
一
票
で
、
大
き
な
こ
と
が
実
現
す
る
と
い
う
思
い

で
描
か
れ
て
い
ま
す
。　

　

1
月
23
日
、
市
役
所
鏡
支
所
で
「
平
成
28
年
度
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
功
労
者
に
対
す
る
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
伝
達

式
」
が
行
わ
れ
、
中
村
博
生
市
長
が
太お

お
た
け

田
家
秀
代
さ
ん

に
表
彰
状
を
授
与
し
ま
し
た
。

　

太
田
家
さ
ん
は
市
内
の
手
話
サ
ー
ク
ル
に
所
属
し
、

30
年
以
上
に
わ
た
り
、
聴
覚
障
が
い
者
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
の
た
め
に
積
極
的
に
活
動
を
続
け
て

い
ま
す
。

　

手
話
通
訳
士
の
資
格
を
取
得
し
、
聴
覚
障
が
い
者
の

病
院
受
診
の
付
き
添
い
や
各
種
手
続
き
の
生
活
相
談
に

も
対
応
。
手
話
の
普
及
啓
発
に
も
熱
心
で
あ
る
こ
と
な

ど
の
功
績
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　「
次
世
代
の
た
め
に
が
ん
ば
ろ
会
」
と
「
国
土
交
通

省 

九
州
地
方
整
備
局
八
代
河
川
国
道
事
務
所
」
の
共

催
で
、
第
2
回
く
ま
川
ご
み
ゼ
ロ
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー

ル
の
表
彰
式
が
1
月
15
日
、
や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
球
磨
川
流
域
で
、
心
な
い
人
に
よ
る
ご
み

の
ポ
イ
捨
て
や
悪
質
な
不
法
投
棄
が
後
を
絶
た
な
い
状

況
の
な
か
で
、
ご
み
を
な
く
し
美
し
い
球
磨
川
を
取
り

も
ど
そ
う
と
、
流
域
の
小
・
中
学
校
や
高
等
学
校
の
児

童
や
生
徒
を
対
象
に
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
。

　

１
８
４
点
の
応
募
が
あ
り
、
審
査
員
に
よ
る
厳
正
な

審
査
の
結
果
、
3
部
門
16
作
品
が
入
賞
し
ま
し
た
。

　

１
月
15
日
、第
４
回
食
育
体
験
ス
ク
ー
ル
が
鏡
町
の
市

農
事
研
修
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、５
組
の
親
子
12
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、農
作
物
を
栽
培
か
ら
調
理
ま
で
実
際
に
体
験
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、食
べ
る
も
の
や
農
業
に
つ
い
て
日
頃

か
ら
興
味
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
と
、年
4
回
、本
市
が

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、市
民
農
園
で
ミ
ニ
大
根
の
収
穫
を
し
た
後
、

家
庭
で
で
き
る
味
噌
作
り
と
レ
ン
コ
ン
ハ
ン
バ
ー
グ
・

温
野
菜
・
お
に
ぎ
り
な
ど
の
調
理
実
習
が
あ
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
日
頃
か
ら
食
べ
る
も
の
に
改
め
て
関
心
を

持
っ
て
い
ま
し
た
。　

　
1
月
22
日
、や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で
も
っ
た

い
な
か
講
演
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
、約
60
人

が
参
加
し
ま
し
た
。　

　

こ
れ
は
、環
境
問
題
や
ご
み
問
題
、食
育
に
取
り
組
ん
で

い
る
人
々
の
実
働
を
知
る
こ
と
で
、も
っ
た
い
な
い
精
神

が
ゴ
ミ
の
減
量
や
リ
サ
イ
ク
ル
な
ど
、資
源
循
環
型
活
動

に
繋
が
る
と
い
う
こ
と
を
理
解
し
て
も
ら
い
た
い
と
、「
次

世
代
の
た
め
に
が
ん
ば
ろ
会
」が
主
催
し
た
も
の
で
す
。

　
「
大
地
と
い
の
ち
の
会
」の
吉
田
俊
道
さ
ん
を
講
師
に

招
き
、生
ご
み
な
ど
を
使
っ
て
菌
だ
ら
け
の
土
を
作
り
、

病
害
虫
が
来
な
い
元
気
い
っ
ぱ
い
の
野
菜
を
作
る
講
演

が
あ
り
ま
し
た
。

市長と一緒に給食って楽しいな
生徒と市長の給食会食

▲市長と一緒に給食を食べる児童
　

1
月
24
日
か
ら
30
日
ま
で
の
全
国
学
校
給
食
週
間
に

合
わ
せ
、
1
月
24
日
、
中
村
博
生
市
長
ら
関
係
者
が
龍

峯
小
学
校
を
訪
れ
、
同
校
1
年
1
組
の
児
童
と
一
緒
に

給
食
を
食
べ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
給
食
を
皆
で
一
緒
に
楽
し
く
「
食
べ
る
」

体
験
を
通
し
て
、
心
の
触
れ
合
い
の
場
を
つ
く
り
、
好

ま
し
い
人
間
関
係
を
育
て
る
こ
と
を
目
的
に
、
毎
年
、

市
の
教
育
委
員
会
が
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

児
童
ら
は
初
め
て
会
う
市
長
に
照
れ
な
が
ら
も
、
会

話
を
し
な
が
ら
給
食
を
食
べ
ま
し
た
。
ま
た
、
市
長
か

ら
「
給
食
は
残
さ
ず
食
べ
よ
う
ね
」
な
ど
の
言
葉
が
か

け
ら
れ
、
児
童
は
残
さ
ず
た
い
ら
げ
て
い
ま
し
た
。
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の だいわま ち

ひと味違う絵本の読み聞かせ
アナウンサーとの交流

▲ アナウンサーの読み聞かせに聞き入る児童
　

2
月
7
日
、テ
レ
ビ
番
組
で
お
馴
染
み
の
、本
橋
馨
ア
ナ

ウ
ン
サ
ー
と
山
本
紗
英
子
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
に
よ
る
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
が
高
田
小
学
校
で
行
わ
れ
、話
し
方
の
プ
ロ

に
よ
る
ひ
と
味
違
う
読
み
聞
か
せ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

 

こ
れ
は
、
児
童
が
本
に
親
し
み
を
持
ち
、
本
の
内
容

か
ら
豊
か
な
感
受
性
を
育
む
こ
と
と
、
テ
レ
ビ
で
見
る

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と
交
流
す
る
こ
と
で
、
話
し
方
や
職
業

に
つ
い
て
の
憧
れ
を
持
ち
、
自
分
の
夢
へ
と
広
げ
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

１
年
2
組
で
は
、「
ち
か
ら
た
ろ
う
」や
「
お
お
き
な
か

ぶ
」な
ど
の
読
み
聞
か
せ
が
あ
り
、児
童
は
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

の
表
現
力
豊
か
な
話
し
方
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

100歳おめでとうございます

　
ブ
ラ
ジ
ル
の
サ
ン
パ
ウ
ロ
で
生
ま
れ
、

11
歳
の
と
き
に
家
族
と
と
も
に
日
本
に
移

り
住
ん
だ
ミ
ヨ
シ
さ
ん
。
戦
時
中
は
、
夫

と
と
も
に
満
州
に
渡
り
、
帰
国
後
は
編
物

教
室
を
開
き
な
が
ら
生
計
を
立
て
て
い
ま

し
た
。

　

長
寿
の
秘
訣
は
「
好
き
嫌
い
な
く
何
で

も
食
べ
る
こ
と
」。　

　

福
正
町
に
8
人
き
ょ
う
だ
い
の
長
女
と

し
て
生
ま
れ
育
っ
た
、
ハ
ツ
メ
さ
ん
。

　

習
字
や
編
み
物
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
大

正
琴
な
ど
、
多
趣
味
な
ハ
ツ
メ
さ
ん
は
、

85
歳
頃
ま
で
き
ょ
う
だ
い
に
セ
ー
タ
ー
や

カ
ー
デ
ィ
ガ
ン
を
編
ん
で
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

て
い
た
優
し
い
性
格
で
す
。
長
寿
の
秘
訣

は
、「
規
則
正
し
い
生
活
を
送
る
こ
と
」。

　

大
分
県
の
緒
方
町
に
2
人
姉
妹
の
次
女

と
し
て
生
ま
れ
育
っ
た
ヨ
シ
ヱ
さ
ん
。

　

24
歳
頃
に
結
婚
し
、
4
人
の
子
宝
に
恵

ま
れ
ま
し
た
。
夫
が
植
柳
町
で
開
業
医
と

し
て
働
い
て
い
た
た
め
、
本
人
も
事
務
員

と
し
て
病
院
に
勤
め
、
夫
を
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
ま
し
た
。
長
寿
の
秘
訣
は
、「
く
よ

く
よ
せ
ず
、
よ
く
食
べ
る
こ
と
」。

　
大
島
町
に
3
人
き
ょ
う
だ
い
の
次
女
と

し
て
生
ま
れ
た
ミ
サ
子
さ
ん
。

　

ご
主
人
が
若
く
し
て
亡
く
な
っ
た
た

め
、
得
意
の
料
理
を
生
か
し
て
給
食
セ
ン

タ
ー
で
働
き
、
多
忙
な
毎
日
を
送
っ
て
い

た
そ
う
で
す
。

　

長
寿
の
秘
訣
は
「
若
い
頃
に
よ
く
動
い

て
、
よ
く
食
べ
て
い
た
か
ら
」。

　
鏡
町
で
生
ま
れ
育
ち
、
1
人
の
愛
娘
を

大
事
に
育
て
た
茂
雄
さ
ん
。

　

戦
争
が
始
ま
っ
て
か
ら
は
、海
軍
の
佐

世
保
工
場
で
エ
ン
ジ
ン
関
係
の
仕
事
に
携

わ
っ
て
い
ま
し
た
。奥
さ
ん
の
手
料
理
が
大

好
き
で
、好
き
嫌
い
な
く
残
さ
ず
た
い
ら
げ

て
い
た
そ
う
で
す
。長
寿
の
秘
訣
は
「
お
い

し
い
も
の
を
た
く
さ
ん
食
べ
る
こ
と
」。　

　

坂
本
町
で
３
人
き
ょ
う
だ
い
の
次
女
と

し
て
生
ま
れ
育
っ
た
タ
モ
さ
ん
。

　

33
歳
で
結
婚
し
、
子
ど
も
を
2
人
授
か

り
ま
し
た
。
趣
味
は
編
み
物
で
、
よ
く
子

ど
も
た
ち
に
マ
フ
ラ
ー
を
編
ん
で
あ
げ
て

い
た
そ
う
で
す
。

　

長
寿
の
秘
訣
は
「
ご
飯
を
残
さ
ず
し
っ

か
り
食
べ
て
い
た
か
ら
」。

早川 茂雄さん
（鏡町）

大正 6 年 2 月 7 日生

木下 タモさん
（坂本町）

大正 6 年 2 月 10 日生

山中 ミヨシさん
（高島町）

大正 6 年 2 月 1 日生

角
か ど し ま

島 ハツメさん
（上日置町）

大正 6 年 2 月 10 日生

田渕 ヨシヱさん
（高下西町）

大正 6 年 2 月 1 日生

築
つくもり

森 ミサ子さん
（妙見町）

大正 6 年 2 月 10 日生

自分たちの命は自分たちで守る
坂本校区住民参加型防災訓練

▲起震車で震度 5を体験する参加者

　　　
２
月
5
日
、
坂
本
校
区
住
民
参
加
型
防
災
訓
練
が
坂

本
公
民
館
周
辺
で
実
施
さ
れ
、
地
域
住
民
ら
約
１
５
０

人
が
訓
練
に
参
加
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
地
域
全
体
で
災
害
に
立
ち
向
か
う
地
域
防

災
力
を
高
め
、
住
民
の
防
災
意
識
の
高
揚
と
、
住
民
相

互
が
共
に
支
え
合
う
関
係
を
つ
く
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　

訓
練
は
、
震
度
6
強
の
地
震
が
発
生
し
た
こ
と
を
想

定
。
避
難
訓
練
に
始
ま
り
、
起
震
車
に
よ
る
地
震
体
験

や
水
消
火
器
に
よ
る
初
期
消
火
訓
練
、
救
命
救
急
訓
練

な
ど
が
行
わ
れ
、
参
加
者
は
消
防
職
員
の
指
導
の
も
と
、

そ
れ
ぞ
れ
の
訓
練
に
取
り
組
み
ま
し
た
。



                                   笑顔 de あいさつ  しあわせ発信！八代市

27 Yatsushiro 2017.3

伝言板
伝言板は、八代市内の団体・サークル・グループ・
愛好会などが、非営利（宗教・政治・営業以外）
で行う活動などの情報を掲載するコーナーです。
仲間募集やイベント告知などにご利用ください。
内容に関するお問合わせは、直接情報提供者へ。
★5月号の掲載申込は、3/1 ㈬～ 24 ㈮です。

◎やさしい中国語会話初級講座
日時／ 3月11日㈯～ 11月25日㈯
　　毎週土曜日　午後7時～ 9時
場所／八代公民館
内容／発音から始め、簡単な日常会話を

学習
講師／丸吉東鳴
対象／高校生以上
定員／30 人程度
費用／月２０００円
テキスト／かあいしいぱ！中国語
　　　　（白帝社）各自購入
問合せ／同講座ニイハオ学習会
　　　松本☎ 080-3955-9487

◎市立第五中学校吹奏楽部 第12回定期演奏会
日時／ 3月19日㈰　午後2時開演
　　　　　　　　　（午後1時30分開場）
場所／市立第五中学校体育館
対象／どなたでも
費用／入場無料
問合せ／同校☎ 32-3259

◎女声合唱アマービレ団員募集
日時／毎週土曜日　午後1時30分～ 3時30分
場所／コミュニティ児童館あまがえ
内容／基本の発声からコーラスを楽し

む。見学歓迎
対象／どなたでも
費用／月 3000 円
問合せ／女声合唱アマービレ　
　　　田中☎ 090-5083-9671

◎ソフトバレー部員募集
日時／毎週土曜日　午後8時～ 10時
場所／市立第三中学校体育館
内容／健康目的
対象／男女どなたでも
定員／ 14 人
費用／月 500円
問合せ／ハーレイクラブ　
　　　成田☎ 080-1782-6248

◎ボランティア園児無料英会話指導
日時／ 4月6日㈭から毎週火・木曜日 
　　前半 : 午後4時50分～ 5時20分
　　後半 : 午後5時40分～ 6時10分
場所／ＩＥＣ熊本国際大学校
内容／会話や読み書き、児童英語検定合

格指導など
対象／園児（3 歳～ 6 歳）　
定員／各クラス 20 人
費用／補助教材費 2000 円（年間）
　　諸経費 1000 円（月額）
問合せ／同校 園児英会話担当係
　　　☎ 35-5430

◎国際ソロプチミスト八代 チャリティーディナーショー
日時／3月14日㈫　午後6時30分開演
場所／八代ホワイトパレス
内容／黒岩静枝（ジャズの夕べ）
定員／400人
費用／ 10000 円
　　（ディナー・ドリンク・サービス料含む）
その他／収益は地元女子高校生への奨学
　　　生支援のために使います
問合せ／国際ソロプチミスト八代　
　　　前田☎090-2859-0055

◎菊池恵楓園でのお花見交流会
日時／3月25日㈯　
　　午前9時～午後4時30分
場所／菊池恵楓園
集合場所／西宮・上日置集会所
内容／園内施設を解説つきで見学し、ハ

ンセン病回復者（元ハンセン病患者）
や支援者のみなさんと桜の木の下で
交流

対象／どなたでも
定員／先着 20 人
費用／大人 4000 円、高校生以下 2000 円

（バス代・飲食代含む）
申込締切／ 3月18日㈯
申込み・問合せ／人権ＮＰＯちなもい
　　　　　　有馬☎090-9793-8641

◎災害ボランティア研修会
日時／ 3月25日㈯　
　　午前9時30分～午後2時40分　
　　（受付 : 午前9時～）
場所／鏡消防署
内容／講話「熊本地震の実際に学ぶ」
　　実技　心肺蘇生法ＡＥＤ演習
　　実技　アルファー米の炊き出し演習
　　実技　救急法運搬法などについて
対象／団体、一般市民
定員／ 100 人（定員になり次第締切）
費用／無料
その他／動きやすい服装で飲料水持参　

　昼食あり
申込締切／ 3月21日㈫　
申込み／市ボランティア連絡協議会事務

　局（市社会福祉協議会内）
　　　☎ 62-8228
問合せ／同会会長　橋口☎ 32-4910

◎初心者向け　実践チェーンソー講習会
日時／ 3月20日㈷  
　　午前9時30分～午後4時
集合場所／東陽交流センター「せせらぎ」

　　駐車場
内容／チェーンソーの取扱い、整備、使

用方法、伐倒の基本について実践的
に学ぶ

対象／チェーンソーの活用を考えている人
定員／ 5 人程度
費用／ 3000 円（テキスト代、保険料、

燃料費など）※再受講 1500 円
その他／作業のしやすい服装、昼食持参
問合せ／里山クラブ・どんごろす
　　　清原☎ 090-3017-9634

◎もぐもぐの会
日時／ 3月20日㈷　午前10時30分～午後1時
場所／やつしろ子ども劇場事務所
内容／食べ物をテーマにした表現あそび

ワークショップ
対象／ 0 歳～ 3 歳児親子
定員／ 10 組
費用／ 1 組 1000 円、子ども 1 人追加

500 円（要申込）
その他／簡単な軽食付き
問合せ／やつしろ子ども劇場
　　　☎ 35-3909

◎みんなで歌おう！歌声サークル
日時／ 3月12日㈰　
　　午前10時～ 11時30分
場所／鏡文化センター
内容／童謡・唱歌・昭和歌謡を思い出と

ともにみんなで一緒に歌う
対象／歌が好きな人
定員／ 20 人
費用／ 800 円
その他／歌いたいときだけの参加可
　　　毎月 1 回開催
問合せ／歌声サークル　
　　　加來☎ 090-8356-1190

◎市立第一中学校吹奏楽部 第35回定期演奏会
日時／ 3月26日㈰　午後1時30分開演

　　　　　　　（午後1時開場）
場所／厚生会館
内容／第 1 部　クラシックステージ
　　　第 2 部　代陽小学校吹奏楽部ステージ
　　　第 3 部　ポピュラーステージ
　　　第 4 部　ステージドリル
費用／無料　（座席自由）
問合せ／同校　石川☎ 32-7103

◎不登校で悩んでいる人へ
日時／ 3月4日㈯　午後2時～ 4時30分
場所／八代教育会館（大手町 1 丁目）
内容／子どもの不登校や非行などで悩む

参加者同士のグループカウンセリン
グや情報交換会

対象／どなたでも
費用／ 200 円
その他／奇数月第 1 土曜日に例会開催 
　　　不登校・非行などの相談は随時受付
問合せ／思春期の子どもと向き合うおと

　なたちの会「ひなたぼっこの会」
　　　清田☎ 070-5535-1719

◎竜峰山の山開きとハイキング
日時／ 3月5日㈰　午前9時集合
場所／竜峰山 5合目広場
内容／安全祈願の神事の後に頂上まで会

員とハイキング
対象／一般市民
その他／先着 100人に紅白饅頭を進呈

　雨天決行
問合せ／八代山の会　野上☎ 32-9310
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紺野美沙子
朗読座スマイルコンサート

と　き　3月26日㈰ 午前9時30分スタート
ところ　櫛山・日奈久温泉神社一帯

と　き　3月20日㈷ 午後 2時30分開演
ところ　鏡文化センター

　

雛
祭
り
の
時
期
、
国
名
勝
「
旧
熊
本
藩
八

代
城
主
浜
御
茶
屋
（
松
浜
軒
）
庭
園
」
内
に

は
、
今
か
ら
２
０
０
年
ほ
ど
前
の
雛
人
形
や

雛
道
具
が
飾
ら
れ
ま
す
。

　

江
戸
時
代
、将
軍
家
や
大
名
家
な
ど
で
は
、

娘
の
婚
礼
の
際
に
は
身
の
回
り
の
品
々
一

式
、
い
わ
ゆ
る
婚
礼
道
具
を
あ
つ
ら
え
て
持

た
せ
ま
し
た
。
雛
道
具
は
、
こ
の
婚
礼
道
具

を
そ
っ
く
り
ミ
ニ
チ
ュ
ア
に
し
た
も
の
で
、

そ
の
内
容
は
、
家
具
（
厨
子
棚
・
書
棚
・
黒

棚
、
箪
笥
、
長
持
、
衣
桁
な
ど
）、
化
粧
道

具
（
鏡
、
鏡
台
、
白
粉
箱
、
櫛
箱
、
眉
作
箱

な
ど
）、
歯
黒
道
具
、
文
房
具
（
文
箱
、
料

紙
箱
、
硯
箱
な
ど
）、
食
器
（
椀
、
杯
、
銚
子
、

提
重
、盆
な
ど
）、遊
戯
具
（
双
六
盤
、碁
盤
、

将
棋
盤
）、
楽
器
（
琴
、
三
味
線
、
笛
、
琵

松
浜
軒
／
松
井
家
の
雛
祭
り

　

雛
道
具
に
見
る
江
戸
時
代
の
婚
礼

琶
な
ど
）、
香
道
具
、
守
刀
、
煙
草
盆
、
火

桶
な
ど
、１
０
０
種
類
以
上
に
も
及
び
ま
す
。

　

松
浜
軒
に
展
示
さ
れ
る
雛
道
具
の
う
ち
、

「
九く
よ
う
ふ
た
ば
き
り
も
ん
ひ
な
ど
う
ぐ
　
　

曜
二
葉
桐
紋
雛
道
具
」
は
現
在
、
90
種

余
が
残
っ
て
お
り
、そ
の
う
ち
50
種
を
展
示
。

ミ
ニ
チ
ュ
ア
と
い
え
ど
も
、
漆
塗
り
の
精
巧

な
つ
く
り
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
雛
道
具
の
こ
ま
ご
ま
し
た
愛
ら

し
さ
に
、
私
た
ち
は
心
奪
わ
れ
ま
す
。
し
か

も
、
そ
こ
に
今
も
昔
も
変
わ
ら
な
い
子
ど
も

の
幸
せ
を
願
う
親
心
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
を
思
う
と
、
よ
り
身
近
な
も
の
に
感
じ
ら

れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

な
お
、
市
博
物
館
で
も
、
松
井
家
に
伝
わ

る
婚
礼
道
具
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

を
同
時
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
「
城
下

町
や
つ
し
ろ
の
お
雛
祭
り
」
な
ら
で
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九曜二葉桐紋雛道具
江戸時代後期（19世紀）

日奈久温泉スプリングフェスタ

さくらウォーク

　櫛山登山後、山頂
で昼食を食べ「宝探
し」をします。また、
下山後には日奈久名
物のちくわ焼き体験
や豪華景品が当たる
抽選会を行います。
　当日は、日奈久温泉神社の桜が見頃です。春を感じなが
ら登山を楽しみませんか。初心者でも安心なコースです。

■集合時間　午前 9 時
■集合場所　日奈久温泉センター「ばんぺい湯」前
■参加料　500 円（ちくわ焼き体験券、
　　　　　入浴券、抽選会引換券付き）
■定　員　先着 150 人（当日受付可）
　　　　　※小学生以下は保護者同伴
　　　　　※飲み物や昼食は各自準備
■申込み・問合せ　日奈久温泉観光案内所☎38-0267

■開　場　午後 2 時
■出　演　女優 紺野美沙子　ピアニスト 中村由利子
　　　　　地元ゲスト ヴァイオリン 山根吏央（氷川中）
■料　金　全席指定 2000 円　※未就学児入場不可
　※市原悦子「朗読とお話の世界」公演チケットでは
　　入場できません。
■発売日　2月21日㈫ 午前10時～（電話受付 午後1時～）
■プレイガイド　鏡文化センター、厚生会館、
　　　　　　　　千丁文化センター
■問合せ　鏡文化センター☎52-1114

《市原悦子「朗読とお話の世界」公演チケット
　　　　　　　　　　　　　 払い戻しについて》
　上記公演チケットの払い戻しを行っています。
期限を過ぎると払い戻しができなくなりますの
で、早めに払い戻しを行ってください。
払戻期限　3 月 17 日㈮までの平日午前 9 時～午
　後 5 時と 20 日㈷の同時間
払戻場所　鏡文化センター、厚生会館
問合せ　鏡文化センター☎52-1114


